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▲右から立和名徳文会長、鮫島育朗さん 
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然
に
囲
ま
れ
た
高
塚
西
自
治
会
。

自
治
会
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

人
口
も
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、
自

治
会
活
動
は
高
塚
東
自
治
会
と
合
同

で
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

両
自
治
会
で
は
、
運
営
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
高
塚
西
か
ら
四
人
、
高
塚

東
か
ら
三
人
の
運
営
委
員
が
毎
年
四

月
に
総
会
を
行
い
、
年
間
の
事
業
計

画
な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。 

年
合
同
で
行
う
市
道
・
河
川
清

掃
作
業
で
は
、
地
域
内
を
通
る

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
も
の
市
道
を

住
民
が
分
担
し
て
清
掃
。
住
民
相
互

の
協
力
で
、
誰
も
が
市
道
を
快
適
に

利
用
で
き
て
い
ま
す
。 

同
で
行
う
防
災
活
動
。
昨
年
、

高
塚
西
公
民
館
前
広
場
で
行
わ

れ
た
防
災
活
動
で
は
市
消
防
本
部
職

員
を
招
き
、
地
域
住
民
の
ほ
か
、
自

主
防
災
組
織
も
参
加
し
、
消
火
器
の

使
い
方
な
ど
の
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
防
災
活
動
で
地
域
内
の
ほ
と
ん

ど
の
世
帯
に
火
災
報
知
器
を
設
置
す

る
な
ど
、
地
域
の
安
全
を
守
る
活
動

の
一
つ
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。 

月
に
行
わ
れ
る
敬
老
会
も
東
西

合
同
。
両
自
治
会
の
高
齢
者
が

多
数
参
加
し
、
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
敬
老
会
や
運
動
会
な
ど
の

行
事
は
、
住
民
が
交
流
す
る
絶
好
の

場
。
普
段
家
か
ら
出
る
こ
と
の
少
な

い
高
齢
者
に
と
っ
て
は
い
い
機
会
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
と
て
も
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。 

山
地
区
は
市
内
で
も
有
数
の
米

の
産
地
。
高
塚
西
自
治
会
は
田

園
風
景
の
広
が
る
豊
か
な
自
然
の
中

に
き
れ
い
な
川
が
流
れ
、
寒
暖
の
差

が
あ
る
た
め
、
特
に
お
い
し
い
お
米

が
と
れ
ま
す
。
毎
年
十
一
月
に
は
、

高
山
ふ
る
さ
と
秋
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、
地
区
内
の
六
自
治
会
が
そ
れ
ぞ

れ
特
色
を
生
か
し
た
体
験
コ
ー
ナ
ー

を
運
営
。
高
塚
西
自
治
会
で
は
、
メ

イ
ン
会
場
の
高
山
交
流
セ
ン
タ
ー
で

の
も
ち
つ
き
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
地
元

産
の
米
を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
や
豚
汁

二
千
人
分
を
用
意
し
ま
す
。
自
治
会

住
民
の
協
力
の
も
と
運
営
さ
れ
る
コ

ー
ナ
ー
は
毎
年
好
評
で
す
。 

一
回
の
研
修
。
昨
年
は
野
間
岬

ウ
イ
ン
ド
パ
ー
ク
展
示
館
を
視

察
し
ま
し
た
。
毎
年
い
ろ
ん
な
所
へ

研
修
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は

日
置
市
役
所
の
庁
舎
や
ク
リ
ー
ン
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
行
政
施

設
を
視
察
す
る
研
修
を
計
画
中
。
庁

舎
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
ま
た
市
内

に
は
ど
ん
な
施
設
が
あ
り
何
を
し
て

い
る
の
か
を
住
民
に
知
っ
て
も
ら
う

い
い
機
会
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

「
こ
れ
か
ら
は
行
政
に
頼
ら
ず
、
自

分
た
ち
で
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
く

取
り
組
み
が
必
要
。
少
子
化
が
進
み
、

子
ど
も
の
い
じ
め
や
事
件
が
多
発
す

る
現
代
社
会
に
は
、
ふ
る
さ
と
を
大

切
に
思
う
心
が
失
わ
れ
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
に

育
ま
れ
た
高
塚
西
自
治
会
。
そ
こ
に

住
む
人
、
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
〝
心

の
ふ
る
さ
と
〞
と
、
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
地
域
に
し
た
い
で
す
」 

　
東
市
来
地
域
の
北
部
、
高
山
地

区
を
形
成
す
る
自
治
会
の
ひ
と
つ

で
あ
る
高
塚
西
自
治
会
。
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
た
農
村
地
域
に
は
、

平
成
十
九
年
五
月
一
日
現
在
で
四

十
四
世
帯
、
七
十
七
人
が
暮
ら
し

て
い
ま
す
。 

　
自
治
会
高
齢
化
率
五
七
％
と
、

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

住
民
の
ふ
れ
あ
い
・
健
康
づ
く
り

活
動
や
自
然
を
生
か
し
た
農
村
体

験
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

自 毎 

合 九 

年 高 

豊
か
な
自
然
と
の
調
和
　
ふ
る
さ
と
を
思
う
心
を
育
む 

高
塚
西
自
治
会（
東
市
来
地
域
） 

http://www.city.hioki.kagoshima.jp/

鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積　253.05㎞2

総人口　52,653人（447） 

　男　　24,603人（299） 

　女　　28,050人（148） 

世帯数　22,356　（321） 
5月1日現在 （　）は前月比 

今年も大漁 ! 
　東市来のふるさと港まつりでの魚の

つかみ捕り。そのほかにも乗船体験、

餅まき、ステージショーなど、大勢の

人が様々な催しを楽しみました。 

（５/３　東市来地域　ふるさと港まつり 

　　　詳しくは次号でお知らせします） 
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区　　分 内　　　　　　容 

扶養手当 

住居手当 

通勤手当 　一般行政職と技能労務職（用務員、給食調理員、
自動車運転手）、教育職の平均年齢と平均給料月額
等を国と比較すると、次のようになります。 

　職員に適用される「給料表」は、職種および仕事
の難易や責任の度合いに応じて１級から７級に区分
されています。職務の区分と級別の職員数（給料を
支給している）は次のとおりです。 

　市の職員には市長や市議会議員などの「特別職」の職員と、市庁舎や支所などの各施設で働く「一般
職」（消防・医療職なども含む）の職員がいます。現在、これらの職員に支払われている人件費（給与や報
酬など）の総額は17年度普通会計予算で31億2,829万円、一人当たり給与費は約605万円となっています。 

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
快
適
な
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
市
の
職
員
が
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
仕
事
に
携
わ
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
働
い
て
い
ま
す
。「
市
の

職
員
数
は
？
」「
給
料
は
ど
れ
く
ら
い
？
」 

　
そ
ん
な
声
に
答
え
る
た
め
に
、
今
月
は

給
与
や
職
員
数
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

一般行政職 

 

技能労務職 

大学卒 

高校卒 

高校卒 

中学卒 

日置市 

159,700円 

138,400円 

140,300円 

120,200円 

区　　分 鹿児島県 

166,796円 

135,632円 

142,198円 

125,146円 

国 

170,200円 

138,400円 

－ 

－ 

4. 職員の初任給の状況（平成１８年４月１日現在） 

9. 部門別職員数の状況 

8. 年齢別職員構成の状況 

7. 一般行政職の級別職員数の状況 

6. 特別職の給料・報酬等の状況 

5. 職員手当ての状況（平成１８年４月１日現在） 1. 人件費の状況 

3. 職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額 
　の状況（平成１８年４月１日現在） 　この指数は、国家公務員の給与水準を 100

とした場合の地方公務員の給与水準を示す指
数で、日置市（旧４町平均）は 96.6 となって
います。 
 

2. ラスパイレス指数の状況 

１．「平均給料月額」とは、平成18年４月１日現在における職種ごとの職員の基本給の平均です。 
２．「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外
勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査に
おいて明らかにされているものです。 

（注） 

１．類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラ
スパイレス指数を単純平均したものです。 

（注） 

１．職員手当には退職手当を含みません。 
２．職員数は平成17年４月１日現在の人数です。 

（注） 

③教育職（幼稚園） 

区　　分 

日 置 市  

鹿 児 島 県  

類 似 団 体  

平均給料月額 

298,200円 

394,247円 

349,486円 

平均給与月額 

326,382円 

431,673円 

373,182円 

平均年齢 

38.8歳 

43.7歳 

43.8歳 

②技能労務職 

区　　分 

日 置 市  

うち 用 務 員  

うち給食調理員 

うち自動車運転手 

鹿 児 島 県  

国 

類 似 団 体  

民間事業者平均 

平均給料月額 

298,900円 

305,200円 

293,100円 

333,700円 

336,100円 

286,500円 

318,854円 

－ 

平均給与月額 

314,126円 

327,944円 

301,407円 

357,300円 

391,600円 

－ 

348,468円 

337,640円 

平均年齢 

49.1歳 

48.5歳 

52.2歳 

51.0歳 

44.6歳 

48.4歳 

47.8歳 

50.0歳 

①一般行政職 

①人件費の状況（普通会計） 

区　　分 

日 置 市  

鹿 児 島 県  

国 

類 似 団 体  

平均給料月額 

325,800円 

355,400円 

328,477円 

345,483円 

平均給与月額 

359,215円 

427,700円 

－ 

404,225円 

平均年齢 

42.4歳 

42.9歳 

40.4歳 

43.4歳 

17 1,520,928 4,400,185 18.3 24,046,94352,668

住民基本台帳人口 
（17年度末） 
（単位：人） 

歳出額 
A 

（単位：千円） 

実質収支 
（単位：千円） 

人件費B 
（単位：千円） 

人件費率 
（B／A） 
（単位：％） 

②職員給与費の状況（普通会計） 

17 517 1,972,456 312,895 842,941 3,128,292 6,050

職員数 
A 

（単位：人） 

一人当たり 
給与費 
（B／A） 
（単位：千円） 

区分 

③職員給与費の状況（公営企業会計） 

区分 

給　　与（単位：千円） 

給　料 職員手当 期末・ 勤勉手当 
計 
B

水道事業 

病院事業 

17 

17

14 

28

60,416 

111,623

20,896 

36,932

25,324 

42,920

106,636 

191,475

7,616 

6,838

職員数 
A 

（単位：人） 

一人当たり 
給与費 
（B／A） 
（単位：千円） 

事業 区分 

給　　与（単位：千円） 

給　料 職員手当 期末・ 
勤勉手当 

計 
B

市
職
員
の
給
与

市
職
員
の
給
与
・ 

　
　
職
員
数
等
の
状
況

　
　
職
員
数
等
の
状
況 

市
職
員
の
給
与
・ 

　
　
職
員
数
等
の
状
況 

ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在） 職　員　数（人） 
102 

101 

100 

99 

98 

97 

96 

95 

94
日置市 類似団体平均 全国平均 

H13 

H18

96.6

100.2

96.6

97.4

101.4

日 置 市 

鹿児島県 

国 

1,770,000円 

1,814,000円 

－ 

１人当たり平均支給額 
（17年度） 

17年度支給割合 

3.0月分 
（1.6）月分 

1.45月分 
（0.75）月分 

期末手当 勤勉手当 

区　　分 日　置　市 国 

期末・勤勉手当（民間のボーナスにあたるもの、支給割合は国と同じ） 扶養手当・住居手当・通勤手当 

退職手当（勤務年数と退職時の給料月額に応じて支給） 

自
己
都
合 

勧
奨
・
定
年 

勤続 2 0年  

勤続 2 5年  

勤続 3 5年  

最高限度額 

勤続 2 0年  

勤続 2 5年  

勤続 3 5年  

最高限度額 

23.50月分 

33.50月分 

47.50月分 

59.28月分 

32.76月分 

41.34月分 

59.28月分 

59.28月分 

23.50月分 

33.50月分 

47.50月分 

59.28月分 

30.55月分 

41.34月分 

59.28月分 

59.28月分 

支給内容は国と同じ 
・配偶者　月額13,000円 
・配偶者以外の扶養親族２人まで１人につき　月額
6,000円 

・配偶者がいない場合の１人目　月額11,000円 
・扶養していない配偶者がいる場合の１人目　月額
6,500円 

・その他の扶養親族　月額5,000円 
　なお、満16歳から満22歳までの子は１人につき
5,000円が加算される 

１）借家・借間居住者 
　・月額家賃が23,000円以下の場合 
　　　月額家賃－12,000円 
　・月額家賃が23,000円を越える場合 
　　　（月額家賃－23,000円）×１/２＋11,000円で、
　　27,000円を限度 

２）持ち家居住者 
　　　月額2,500円 

２km以上に支給。２km～３km未満2,000円で、以
後１kmごとに400円加算し、限度額24,500円 

部　　　　門 

一般行政 
部門 

職員数 

合　　　　計 

普通会計 
部門 

公営企業等 
会計部門 

議 会  
総 務  
税 

民 生  
衛 生  
農林水産  
商 工  
土 木  
下 水 道  
そ の 他  
計 

５ 
106 
33 
73 
30 
50 
９ 
36 
５ 
33 
380 
109 
67 
556 
26 
19 
45 
601 

教 育 部 門  
消 防 部 門  
小 計  
病 院  
水 道  
小 計  

60歳以上 

56～59 

52～55 

48～51 

44～47 

40～43 

36～39 

32～35 

28～31 

24～27 

20～23 

20歳未満 

0 20 40 60 80 100

2

69

68

83

72

68

61

64

69

38

6

1

市 長  

助 役  

収 入 役  

議 長  

副 議 長  

議 員 

775,800円 

624,150円 

－ 

391,880円 

313,310円 

290,030円 

給 料  

 

 

報 酬  

区　　分 給料・報酬月額 期末手当 

17年度支給割合 
3.3月分 

（15％加算措置あり） 

17年度支給割合 
3.3月分 

１級 区分 

標準的な 
職務内容 

主事補 
（技師補）・ 
主事 

（技師） 

25 

5.0％ 

33 

7.0％ 

175 

37.0％ 

130 

27.0％ 

59 

12.0％ 

45 

10.0％ 

9 

2.0％ 

476 

100％ 

主任 
課長 
補佐 

課長 
主査・ 
係長 

係長・ 
主幹 

部長・ 
支所長 

職員数 
（人） 

構成比 
（％） 

2級 3級 4級 5級 6級 7級 計 



区　　分 内　　　　　　容 

扶養手当 

住居手当 

通勤手当 　一般行政職と技能労務職（用務員、給食調理員、
自動車運転手）、教育職の平均年齢と平均給料月額
等を国と比較すると、次のようになります。 

　職員に適用される「給料表」は、職種および仕事
の難易や責任の度合いに応じて１級から７級に区分
されています。職務の区分と級別の職員数（給料を
支給している）は次のとおりです。 

　市の職員には市長や市議会議員などの「特別職」の職員と、市庁舎や支所などの各施設で働く「一般
職」（消防・医療職なども含む）の職員がいます。現在、これらの職員に支払われている人件費（給与や報
酬など）の総額は17年度普通会計予算で31億2,829万円、一人当たり給与費は約605万円となっています。 

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
快
適
な
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
市
の
職
員
が
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
仕
事
に
携
わ
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
働
い
て
い
ま
す
。「
市
の

職
員
数
は
？
」「
給
料
は
ど
れ
く
ら
い
？
」 

　
そ
ん
な
声
に
答
え
る
た
め
に
、
今
月
は

給
与
や
職
員
数
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

一般行政職 

 

技能労務職 

大学卒 

高校卒 

高校卒 

中学卒 

日置市 

159,700円 

138,400円 

140,300円 

120,200円 

区　　分 鹿児島県 

166,796円 

135,632円 

142,198円 

125,146円 

国 

170,200円 

138,400円 

－ 

－ 

4. 職員の初任給の状況（平成１８年４月１日現在） 

9. 部門別職員数の状況 

8. 年齢別職員構成の状況 

7. 一般行政職の級別職員数の状況 

6. 特別職の給料・報酬等の状況 

5. 職員手当ての状況（平成１８年４月１日現在） 1. 人件費の状況 

3. 職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額 
　の状況（平成１８年４月１日現在） 　この指数は、国家公務員の給与水準を 100

とした場合の地方公務員の給与水準を示す指
数で、日置市（旧４町平均）は 96.6 となって
います。 
 

2. ラスパイレス指数の状況 

１．「平均給料月額」とは、平成18年４月１日現在における職種ごとの職員の基本給の平均です。 
２．「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外
勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査に
おいて明らかにされているものです。 

（注） 

１．類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラ
スパイレス指数を単純平均したものです。 

（注） 

１．職員手当には退職手当を含みません。 
２．職員数は平成17年４月１日現在の人数です。 

（注） 

③教育職（幼稚園） 

区　　分 

日 置 市  

鹿 児 島 県  

類 似 団 体  

平均給料月額 

298,200円 

394,247円 

349,486円 

平均給与月額 

326,382円 

431,673円 

373,182円 

平均年齢 

38.8歳 

43.7歳 

43.8歳 

②技能労務職 

区　　分 

日 置 市  

うち 用 務 員  

うち給食調理員 

うち自動車運転手 

鹿 児 島 県  

国 

類 似 団 体  

民間事業者平均 

平均給料月額 

298,900円 

305,200円 

293,100円 

333,700円 

336,100円 

286,500円 

318,854円 

－ 

平均給与月額 

314,126円 

327,944円 

301,407円 

357,300円 

391,600円 

－ 

348,468円 

337,640円 

平均年齢 

49.1歳 

48.5歳 

52.2歳 

51.0歳 

44.6歳 

48.4歳 

47.8歳 

50.0歳 

①一般行政職 

①人件費の状況（普通会計） 

区　　分 

日 置 市  

鹿 児 島 県  

国 

類 似 団 体  

平均給料月額 

325,800円 

355,400円 

328,477円 

345,483円 

平均給与月額 

359,215円 

427,700円 

－ 

404,225円 

平均年齢 

42.4歳 

42.9歳 

40.4歳 

43.4歳 

17 1,520,928 4,400,185 18.3 24,046,94352,668

住民基本台帳人口 
（17年度末） 
（単位：人） 

歳出額 
A 

（単位：千円） 

実質収支 
（単位：千円） 

人件費B 
（単位：千円） 

人件費率 
（B／A） 
（単位：％） 

②職員給与費の状況（普通会計） 

17 517 1,972,456 312,895 842,941 3,128,292 6,050

職員数 
A 

（単位：人） 

一人当たり 
給与費 
（B／A） 
（単位：千円） 

区分 

③職員給与費の状況（公営企業会計） 

区分 

給　　与（単位：千円） 

給　料 職員手当 期末・ 勤勉手当 
計 
B

水道事業 

病院事業 

17 

17

14 

28

60,416 

111,623

20,896 

36,932

25,324 

42,920

106,636 

191,475

7,616 

6,838

職員数 
A 

（単位：人） 

一人当たり 
給与費 
（B／A） 
（単位：千円） 

事業 区分 

給　　与（単位：千円） 

給　料 職員手当 期末・ 
勤勉手当 

計 
B

市
職
員
の
給
与

市
職
員
の
給
与
・ 

　
　
職
員
数
等
の
状
況

　
　
職
員
数
等
の
状
況 

市
職
員
の
給
与
・ 

　
　
職
員
数
等
の
状
況 

ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在） 職　員　数（人） 
102 

101 

100 

99 

98 

97 

96 

95 

94
日置市 類似団体平均 全国平均 

H13 

H18

96.6

100.2

96.6

97.4

101.4

日 置 市 

鹿児島県 

国 

1,770,000円 

1,814,000円 

－ 

１人当たり平均支給額 
（17年度） 

17年度支給割合 

3.0月分 
（1.6）月分 

1.45月分 
（0.75）月分 

期末手当 勤勉手当 

区　　分 日　置　市 国 

期末・勤勉手当（民間のボーナスにあたるもの、支給割合は国と同じ） 扶養手当・住居手当・通勤手当 

退職手当（勤務年数と退職時の給料月額に応じて支給） 

自
己
都
合 

勧
奨
・
定
年 

勤続 2 0年  

勤続 2 5年  

勤続 3 5年  

最高限度額 

勤続 2 0年  

勤続 2 5年  

勤続 3 5年  

最高限度額 

23.50月分 

33.50月分 

47.50月分 

59.28月分 

32.76月分 

41.34月分 

59.28月分 

59.28月分 

23.50月分 

33.50月分 

47.50月分 

59.28月分 

30.55月分 

41.34月分 

59.28月分 

59.28月分 

支給内容は国と同じ 
・配偶者　月額13,000円 
・配偶者以外の扶養親族２人まで１人につき　月額
6,000円 

・配偶者がいない場合の１人目　月額11,000円 
・扶養していない配偶者がいる場合の１人目　月額
6,500円 

・その他の扶養親族　月額5,000円 
　なお、満16歳から満22歳までの子は１人につき
5,000円が加算される 

１）借家・借間居住者 
　・月額家賃が23,000円以下の場合 
　　　月額家賃－12,000円 
　・月額家賃が23,000円を越える場合 
　　　（月額家賃－23,000円）×１/２＋11,000円で、
　　27,000円を限度 

２）持ち家居住者 
　　　月額2,500円 

２km以上に支給。２km～３km未満2,000円で、以
後１kmごとに400円加算し、限度額24,500円 

部　　　　門 

一般行政 
部門 

職員数 

合　　　　計 

普通会計 
部門 

公営企業等 
会計部門 

議 会  
総 務  
税 

民 生  
衛 生  
農林水産  
商 工  
土 木  
下 水 道  
そ の 他  
計 

５ 
106 
33 
73 
30 
50 
９ 
36 
５ 
33 
380 
109 
67 
556 
26 
19 
45 
601 

教 育 部 門  
消 防 部 門  
小 計  
病 院  
水 道  
小 計  

60歳以上 

56～59 

52～55 

48～51 

44～47 

40～43 

36～39 

32～35 

28～31 

24～27 

20～23 

20歳未満 

0 20 40 60 80 100

2

69

68

83

72

68

61

64

69

38

6

1

市 長  

助 役  

収 入 役  

議 長  

副 議 長  

議 員 

775,800円 

624,150円 

－ 

391,880円 

313,310円 

290,030円 

給 料  

 

 

報 酬  

区　　分 給料・報酬月額 期末手当 

17年度支給割合 
3.3月分 

（15％加算措置あり） 

17年度支給割合 
3.3月分 

１級 区分 

標準的な 
職務内容 

主事補 
（技師補）・ 
主事 

（技師） 

25 

5.0％ 

33 

7.0％ 

175 

37.0％ 

130 

27.0％ 

59 

12.0％ 

45 

10.0％ 

9 

2.0％ 

476 

100％ 

主任 
課長 
補佐 

課長 
主査・ 
係長 

係長・ 
主幹 

部長・ 
支所長 

職員数 
（人） 

構成比 
（％） 

2級 3級 4級 5級 6級 7級 計 



　
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
夏
を
迎
え
る
ま
で
の
期
間
は
、
雨
の
多
い

日
が
続
き
、
浸
水
や
が
け
崩
れ
が
発
生
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
梅
雨
が
過
ぎ
る
と
そ
れ
ま
で
の
長
雨
に
加
え
、
暴
風
を

伴
う
大
雨
、
高
潮
や
突
風
な
ど
に
よ
り
大
き
な
災
害
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

　
予
想
が
難
し
い
地
震
な
ど
の
災
害
と
違
っ
て
、
事
前
に
し
っ
か

り
と
し
た
情
報
収
集
が
で
き
て
い
れ
ば
、
余
裕
を
も
っ
た
行
動
を

と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
の
心
構
え
や
準
備
を
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

備
え
は
大
丈
夫
？ 

・
備
え
を
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ

う
。 

【
停
電
に
備
え
る
】 

ロ
ー
ソ
ク
、
懐
中
電
灯
、
携
帯
用
ラ

ジ
オ
、
マ
ッ
チ
な
ど 

【
浸
水
・
強
風
に
備
え
る
】 

①
屋
根
や
窓
、
雨
戸
な
ど
老
朽
化
し

て
い
る
場
合
は
必
要
に
応
じ
て
補

強
や
修
理
を
し
て
お
く
。 

②
雨
水
の
逃
げ
道
を
確
保
す
る
た
め

に
排
水
溝
を
掃
除
す
る
な
ど
、
家

の
周
り
を
点
検
し
て
お
く
。 

【
避
難
に
備
え
る
（
非
常
持
出
品
）】 

　
非
常
食
、
懐
中
電
灯
、
携
帯
用
ラ

ジ
オ
、
救
急
医
薬
品
、
衣
類
、
貴
重

品
な
ど 

・
気
象
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
市
の
防
災
行

政
無
線
の
放
送
な
ど
か
ら
伝
え
ら
れ

る
気
象
情
報
等
を
普
段
か
ら
確
認
す

る
習
慣
を
つ
け
る
。 

・
お
住
ま
い
の
近
所
の
危
険
箇
所
な

ど
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

　「
山
の
斜
面
に
家
が
あ
る
」「
近
く

に
が
け
が
あ
る
」
な
ど
、
自
分
の
家

の
ま
わ
り
に
は
ど
ん
な
危
険
が
あ
る

の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が

発
生
し
や
す
い
か
、
普
段
か
ら
よ
く

確
認
す
る
。 

・
避
難
場
所
や
避
難
す
る
道
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

　
日
ご
ろ
か
ら
、家
族
で
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
や
避
難
す
る
場
所
、
そ
こ
ま
で

の
道
順
を
確
認
し
話
し
合
っ
て
お
く
。 

 

避
難
す
る
時
の
注
意 

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
市
の
防
災
行

政
無
線
の
放
送
な
ど
か
ら
伝
え
ら
れ

る
最
新
の
気
象
情
報
等
に
注
意
し
て
、

浸
水
や
が
け
崩
れ
な
ど
災
害
の
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
早
め
に
避
難

し
、
災
害
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

・
周
り
の
状
況
を
よ
く
見
て
、
危
険

と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
避
難
の

勧
告
や
指
示
が
な
く
て
も
、
自
主

的
に
避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。 

・
お
年
寄
り
や
子
ど
も
、
病
気
や
ケ

ガ
な
ど
で
体
の
不
自
由
な
方
が
い

る
家
庭
で
は
、
特
に
早
め
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

方
々
に
は
、
家
族
だ
け
で
な
く
、

近
所
の
人
も
気
配
り
を
心
が
け
、

協
力
し
て
み
ん
な
で
行
動
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

・
避
難
す
る
前
に
、
も
う
一
度
火
の

元
の
確
認
と
戸
締
り
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。 

・
避
難
時
の
服
装
は
長
袖
、
長
ズ
ボ

ン
な
ど
の
行
動
し
や
す
く
安
全
な

服
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
底
の
丈
夫
な

運
動
靴
を
着
用
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。 

・
何
よ
り
も
、
あ
わ
て
ず
落
ち
着
い

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。 

 

大
雨
や
台
風
が
去
っ
て
も 

注
意
が
必
要
で
す 

　
大
雨
や
台
風
が
去
っ
て
も
、
土
砂

災
害
な
ど
二
次
災
害
が
発
生
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

　
引
き
続
き
注
意
を
す
る
よ
う
心
が

け
、
い
つ
も
と
違
う
現
象
（
普
段
わ
き

水
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
水
が
噴
き
出
す
、

が
け
の
斜
面
を
小
石
が
転
が
り
落
ち
る

な
ど
）
を
見
か
け
た
ら
、
市
や
防
災

関
係
機
関
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▲平成18年7月の豪雨による日吉町日置での土砂災害 

高山地区交流センター 

東市来農業構造改善センター 

東市来保健センター 

東市来総合福祉センター 

伊作田地区活性化センター 

皆田地区公民館体育館 

美山小学校体育館 

上市来小学校体育館 

鶴丸小学校体育館 

湯田小学校体育館 

伊作田小学校体育館 

川原記念館 

日置市中央公民館 

飯牟礼児童館 

土橋児童館 

伊集院北児童館 

妙円寺児童館 

伊集院地区公民館 

伊集院武道館 

伊集院総合体育館 

伊集院小学校体育館 

伊集院北小学校体育館 

土橋小学校体育館 

飯牟礼小学校体育館 

妙円寺小学校体育館 

伊集院中学校体育館 

伊集院北中学校体育館 

土橋中学校体育館 

中区集会施設 

扇尾小学校体育館 

日吉老人福祉センター 

日吉中央公民館 

山田公民館 

住吉小学校体育館 

日吉総合体育館 

吹上中央公民館 

吹上勤労者体育センター 

藤元地区体育館 

平鹿倉地区公民館 

永吉地区体育館 

坊野支部消防詰所 

吹上老人福祉センター 

花田小学校 

野首地区公民館 

和田小学校 

吹上地区公民館 

永吉保育所 

永吉小学校体育館 

吹上浜公園体育館 

274－9856 

274－ 3665 

274－ 2111 

274－ 6565 

274－ 9870 

274－ 2152 

274－ 2203 

274－ 9302 

274－ 2103 

274－ 2043 

274－ 2718 

274－2111（支所） 

273－ 1919 

273－ 1632 

273－ 9130 

273－ 0769 

272－ 4550 

273－ 0315 

273－2111（本庁） 

273－ 1033 

273－ 4852 

273－ 4858 

273－ 9331 

273－ 2580 

273－ 1822 

273－ 4851 

272－ 4996 

273－ 9230 

292－2111（支所） 

292－ 2080 

292－ 2321 

292－ 2001 

292－2111（支所） 

292－ 2022 

292－ 2056 

296－ 2124 

296－ 3074 

296－2111（支所） 

296－ 2889 

297－ 2005 

296－2111（支所） 

296－ 2394 

296－ 2149 

296－ 2127 

296－ 2134 

296－ 2083 

297－ 2559 

297－ 2110 

296－ 3077

災害時の避難所一覧 

※二次避難所は、一次避難所で対応できない場合に開設します。 

避　　難　　所 電話番号 地区 

東
　
市
　
来
　
地
　
域 

一
　
　
次 

二
　
　
次 

一
　
　
次 

二
　
　
次 

一
　
　
次 

二
　
　
次 

一
　
次 

二
　
　
次 

伊
　
集
　
院
　
地
　
域 

日
　
吉
　
地
　
域 

吹
　
上
　
地
　
域 

①土砂災害を受ける可能性のある立地条件 

●急ながけや山が家の裏にある→がけ崩れに注意する。 
●谷川に沿った地域や出口がある→土石流に注意する。 
●川や海に沿った低地→風と洪水（冠水）に注意する。 

 
②前兆現象 

☆がけ崩れ 

　●斜面の途中から水が吹き出す。 
※地中の水が新たな水の道を作ったか、普段は流れ

ない水の道に水が流れ始めたことが予想されます。 
●普段流れているわき水が、急に増えたり、急に止ま

る。 
※水の道が大きくなるか、逆にふさがったことが予

想されます。 
　●小石が「ぱらぱら」と落ちてくる。 

※土の粘着性が弱まっていることが予想されます。 
　●樹木が揺れたり、倒れたりする。 

※がけの上部で地面が動いていることが予想されま
す。 

　●地鳴りや山鳴りがする。 
※地中や山奥で山崩れ等の異常が発生していること

が予想されます。 
☆土石流 

　●谷川の水が濁る。流木が混ざる。 
※上流で山が崩れ、その土砂で水が濁り立木や流木

が巻き込まれていると予想されます。 
●普段流れているわき水が、急に増えたり、急に止ま

る。 
※上流で山が崩れ、一時的に水をせき止められてい

て、一気に流れ出す可能性が高く、極めて危険で
す。 

　●遠雷のような異音がする。地鳴りや山鳴りがする。 
※岩同士がぶつかる。木が折れる。斜面が崩れる等

による異音が予想されます。 
●何かが焦げたような異様な匂いがする。 

※岩や石同士が衝突により火花を散らし、焦げたよ
うな匂いがすることが予想されます。 

 
③注意報・警報 

●降雨時における気象情報には十分注意し、テレビ・
ラジオ・インターネット・電話等による情報収集に
努めてください。 

●土砂災害の多くは「雨」が原因で発生していること
から、「大雨・洪水警報」にも注意するよう努めて
下さい。 

 
④自主避難 

●豪雨や降雨が続いている場合には、家の周囲を見回
り、②の「前兆現象」を発見したら、土砂災害の発
生が懸念され、身に危険を及ぼす可能性があります。
市役所・消防署が行う避難指示等を待つことなく、
周辺の方々を伴って「自主的」に安全な場所へ避難
しましょう。なお、避難される際は、飲料水や携帯
食、身分証等の必需品を必ず持って避難しましょう。 

特に次のことに注意しましょう 



　
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
夏
を
迎
え
る
ま
で
の
期
間
は
、
雨
の
多
い

日
が
続
き
、
浸
水
や
が
け
崩
れ
が
発
生
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
梅
雨
が
過
ぎ
る
と
そ
れ
ま
で
の
長
雨
に
加
え
、
暴
風
を

伴
う
大
雨
、
高
潮
や
突
風
な
ど
に
よ
り
大
き
な
災
害
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

　
予
想
が
難
し
い
地
震
な
ど
の
災
害
と
違
っ
て
、
事
前
に
し
っ
か

り
と
し
た
情
報
収
集
が
で
き
て
い
れ
ば
、
余
裕
を
も
っ
た
行
動
を

と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
の
心
構
え
や
準
備
を
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

備
え
は
大
丈
夫
？ 

・
備
え
を
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ

う
。 

【
停
電
に
備
え
る
】 

ロ
ー
ソ
ク
、
懐
中
電
灯
、
携
帯
用
ラ

ジ
オ
、
マ
ッ
チ
な
ど 

【
浸
水
・
強
風
に
備
え
る
】 

①
屋
根
や
窓
、
雨
戸
な
ど
老
朽
化
し

て
い
る
場
合
は
必
要
に
応
じ
て
補

強
や
修
理
を
し
て
お
く
。 

②
雨
水
の
逃
げ
道
を
確
保
す
る
た
め

に
排
水
溝
を
掃
除
す
る
な
ど
、
家

の
周
り
を
点
検
し
て
お
く
。 

【
避
難
に
備
え
る
（
非
常
持
出
品
）】 

　
非
常
食
、
懐
中
電
灯
、
携
帯
用
ラ

ジ
オ
、
救
急
医
薬
品
、
衣
類
、
貴
重

品
な
ど 

・
気
象
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
市
の
防
災
行

政
無
線
の
放
送
な
ど
か
ら
伝
え
ら
れ

る
気
象
情
報
等
を
普
段
か
ら
確
認
す

る
習
慣
を
つ
け
る
。 

・
お
住
ま
い
の
近
所
の
危
険
箇
所
な

ど
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

　「
山
の
斜
面
に
家
が
あ
る
」「
近
く

に
が
け
が
あ
る
」
な
ど
、
自
分
の
家

の
ま
わ
り
に
は
ど
ん
な
危
険
が
あ
る

の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が

発
生
し
や
す
い
か
、
普
段
か
ら
よ
く

確
認
す
る
。 

・
避
難
場
所
や
避
難
す
る
道
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

　
日
ご
ろ
か
ら
、家
族
で
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
や
避
難
す
る
場
所
、
そ
こ
ま
で

の
道
順
を
確
認
し
話
し
合
っ
て
お
く
。 

 

避
難
す
る
時
の
注
意 

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
市
の
防
災
行

政
無
線
の
放
送
な
ど
か
ら
伝
え
ら
れ

る
最
新
の
気
象
情
報
等
に
注
意
し
て
、

浸
水
や
が
け
崩
れ
な
ど
災
害
の
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
早
め
に
避
難

し
、
災
害
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

・
周
り
の
状
況
を
よ
く
見
て
、
危
険

と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
避
難
の

勧
告
や
指
示
が
な
く
て
も
、
自
主

的
に
避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。 

・
お
年
寄
り
や
子
ど
も
、
病
気
や
ケ

ガ
な
ど
で
体
の
不
自
由
な
方
が
い

る
家
庭
で
は
、
特
に
早
め
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

方
々
に
は
、
家
族
だ
け
で
な
く
、

近
所
の
人
も
気
配
り
を
心
が
け
、

協
力
し
て
み
ん
な
で
行
動
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

・
避
難
す
る
前
に
、
も
う
一
度
火
の

元
の
確
認
と
戸
締
り
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。 

・
避
難
時
の
服
装
は
長
袖
、
長
ズ
ボ

ン
な
ど
の
行
動
し
や
す
く
安
全
な

服
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
底
の
丈
夫
な

運
動
靴
を
着
用
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。 

・
何
よ
り
も
、
あ
わ
て
ず
落
ち
着
い

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。 

 

大
雨
や
台
風
が
去
っ
て
も 

注
意
が
必
要
で
す 

　
大
雨
や
台
風
が
去
っ
て
も
、
土
砂

災
害
な
ど
二
次
災
害
が
発
生
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

　
引
き
続
き
注
意
を
す
る
よ
う
心
が

け
、
い
つ
も
と
違
う
現
象
（
普
段
わ
き

水
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
水
が
噴
き
出
す
、

が
け
の
斜
面
を
小
石
が
転
が
り
落
ち
る

な
ど
）
を
見
か
け
た
ら
、
市
や
防
災

関
係
機
関
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▲平成18年7月の豪雨による日吉町日置での土砂災害 

高山地区交流センター 

東市来農業構造改善センター 

東市来保健センター 

東市来総合福祉センター 

伊作田地区活性化センター 

皆田地区公民館体育館 

美山小学校体育館 

上市来小学校体育館 

鶴丸小学校体育館 

湯田小学校体育館 

伊作田小学校体育館 

川原記念館 

日置市中央公民館 

飯牟礼児童館 

土橋児童館 

伊集院北児童館 

妙円寺児童館 

伊集院地区公民館 

伊集院武道館 

伊集院総合体育館 

伊集院小学校体育館 

伊集院北小学校体育館 

土橋小学校体育館 

飯牟礼小学校体育館 

妙円寺小学校体育館 

伊集院中学校体育館 

伊集院北中学校体育館 

土橋中学校体育館 

中区集会施設 

扇尾小学校体育館 

日吉老人福祉センター 

日吉中央公民館 

山田公民館 

住吉小学校体育館 

日吉総合体育館 

吹上中央公民館 

吹上勤労者体育センター 

藤元地区体育館 

平鹿倉地区公民館 

永吉地区体育館 

坊野支部消防詰所 

吹上老人福祉センター 

花田小学校 

野首地区公民館 

和田小学校 

吹上地区公民館 

永吉保育所 

永吉小学校体育館 

吹上浜公園体育館 

274－9856 

274－ 3665 

274－ 2111 

274－ 6565 

274－ 9870 

274－ 2152 

274－ 2203 

274－ 9302 

274－ 2103 

274－ 2043 

274－ 2718 

274－2111（支所） 

273－ 1919 

273－ 1632 

273－ 9130 

273－ 0769 

272－ 4550 

273－ 0315 

273－2111（本庁） 

273－ 1033 

273－ 4852 

273－ 4858 

273－ 9331 

273－ 2580 

273－ 1822 

273－ 4851 

272－ 4996 

273－ 9230 

292－2111（支所） 

292－ 2080 

292－ 2321 

292－ 2001 

292－2111（支所） 

292－ 2022 

292－ 2056 

296－ 2124 

296－ 3074 

296－2111（支所） 

296－ 2889 

297－ 2005 

296－2111（支所） 

296－ 2394 

296－ 2149 

296－ 2127 

296－ 2134 

296－ 2083 

297－ 2559 

297－ 2110 

296－ 3077

災害時の避難所一覧 

※二次避難所は、一次避難所で対応できない場合に開設します。 

避　　難　　所 電話番号 地区 

東
　
市
　
来
　
地
　
域 

一
　
　
次 

二
　
　
次 

一
　
　
次 

二
　
　
次 

一
　
　
次 

二
　
　
次 

一
　
次 

二
　
　
次 

伊
　
集
　
院
　
地
　
域 

日
　
吉
　
地
　
域 

吹
　
上
　
地
　
域 

①土砂災害を受ける可能性のある立地条件 

●急ながけや山が家の裏にある→がけ崩れに注意する。 
●谷川に沿った地域や出口がある→土石流に注意する。 
●川や海に沿った低地→風と洪水（冠水）に注意する。 

 
②前兆現象 

☆がけ崩れ 

　●斜面の途中から水が吹き出す。 
※地中の水が新たな水の道を作ったか、普段は流れ

ない水の道に水が流れ始めたことが予想されます。 
●普段流れているわき水が、急に増えたり、急に止ま

る。 
※水の道が大きくなるか、逆にふさがったことが予

想されます。 
　●小石が「ぱらぱら」と落ちてくる。 

※土の粘着性が弱まっていることが予想されます。 
　●樹木が揺れたり、倒れたりする。 

※がけの上部で地面が動いていることが予想されま
す。 

　●地鳴りや山鳴りがする。 
※地中や山奥で山崩れ等の異常が発生していること

が予想されます。 
☆土石流 

　●谷川の水が濁る。流木が混ざる。 
※上流で山が崩れ、その土砂で水が濁り立木や流木

が巻き込まれていると予想されます。 
●普段流れているわき水が、急に増えたり、急に止ま

る。 
※上流で山が崩れ、一時的に水をせき止められてい

て、一気に流れ出す可能性が高く、極めて危険で
す。 

　●遠雷のような異音がする。地鳴りや山鳴りがする。 
※岩同士がぶつかる。木が折れる。斜面が崩れる等

による異音が予想されます。 
●何かが焦げたような異様な匂いがする。 

※岩や石同士が衝突により火花を散らし、焦げたよ
うな匂いがすることが予想されます。 

 
③注意報・警報 

●降雨時における気象情報には十分注意し、テレビ・
ラジオ・インターネット・電話等による情報収集に
努めてください。 

●土砂災害の多くは「雨」が原因で発生していること
から、「大雨・洪水警報」にも注意するよう努めて
下さい。 

 
④自主避難 

●豪雨や降雨が続いている場合には、家の周囲を見回
り、②の「前兆現象」を発見したら、土砂災害の発
生が懸念され、身に危険を及ぼす可能性があります。
市役所・消防署が行う避難指示等を待つことなく、
周辺の方々を伴って「自主的」に安全な場所へ避難
しましょう。なお、避難される際は、飲料水や携帯
食、身分証等の必需品を必ず持って避難しましょう。 

特に次のことに注意しましょう 



　
市
で
は
、
職
員
数
の
縮
減
に
よ
り

簡
素
で
効
率
的
な
組
織
づ
く
り
を
推

進
し
、
新
た
な
行
政
需
要
や
多
様
化

す
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
で
き
る

組
織
の
整
備
を
図
る
た
め
、
平
成
十

九
年
四
月
一
日
に
機
構
改
革
を
行
い
、

市
役
所
の
課
・
係
の
一
部
を
変
更
し

ま
し
た
。 

 

会
計
管
理
者
の
設
置 

　
改
正
地
方
自
治
法
（
平
成
十
九
年

四
月
施
行
）
に
基
づ
き
、
「
収
入
役

の
事
務
を
兼
掌
す
る
助
役
（
兼
掌
助

役
）
」
を
廃
止
し
、
「
会
計
管
理
者

（
課
長
級
）
」
を
新
た
に
設
置
、
併

せ
て
「
出
納
室
」
の
名
称
を
「
会
計

課
」
に
改
称
し
ま
し
た
。 

 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
係
の
設
置 

　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０

０
８
（
第
二
十
一
回
健
康
福
祉
祭
か

ご
し
ま
大
会
）
」
に
対
応
す
る
た
め
、

福
祉
課
に
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進

係
」
を
設
置
し
ま
し
た
。 

 

組
織
の
充
実
、
統
廃
合
お
よ
び
係

名
の
改
称 

　
新
た
な
行
政
需
要
や
多
様
化
す
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
適
切
か
つ
迅
速
に

対
応
し
、
よ
り
一
層
の
行
政
運
営
を

進
め
る
と
と
も
に
、
市
民
に
親
し
み

や
す
い
窓
口
を
実
現
す
る
た
め
、
次

の
と
お
り
組
織
の
充
実
、
統
廃
合
お

よ
び
係
名
の
改
称
を
行
い
ま
し
た
。 

①
係
の
充
実
お
よ
び
課
の
統
合 

■
本
庁
福
祉
課
障
害
高
齢
者
福
祉
係

を
分
割
し
、
障
害
福
祉
係
と
長
寿
福

祉
係
を
設
置
。 

     

■
本
庁
合
併
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
を
企

画
課
に
統
合
し
、
企
画
課
に
行
政
改

革
推
進
係
を
設
置
。 

   

■
東
市
来
支
所
都
市
計
画
課
を
土
木

建
設
課
に
統
合
し
、
土
木
建
設
課
に

都
市
計
画
係
と
区
画
整
理
係
を
設
置
。 

     

■
東
市
来
支
所
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
を
分
割
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
と
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
指
導

管
理
係
を
設
置
。 

        

②
係
名
の
改
称 

■
本
庁
児
童
地
域
福
祉
係
を
子
ど
も

福
祉
係
に
改
称
。 

      

■
各
支
所
児
童
地
域
福
祉
係
を
子
ど

も
福
祉
係
に
、
障
害
高
齢
者
福
祉
係

を
障
害
長
寿
福
祉
係
に
改
称
。 

 

事
務
の
移
管 

　
本
庁
総
務
企
画
部
総
務
課
消
防
交

通
係
の
分
掌
事
務
で
あ
っ
た
消
防
団

業
務
を
、
消
防
本
部
総
務
課
に
移
管

し
、
消
防
本
部
総
務
課
に
消
防
団
係

を
新
設
。
そ
の
た
め
、
同
係
を
廃
止

し
、
防
災
、
災
害
救
助
、
危
機
管
理

等
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
総
務
企
画

部
総
務
課
総
務
係
の
分
掌
事
務
と
し

ま
し
た
。 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
の
生
活
を
地
域
と
協
働
し
な
が

ら
支
え
て
い
く
た
め
の
中
核
拠
点
と

し
て
、
四
月
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま

し
た
。 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
介
護
支
援

専
門
員
な
ど
の
専
門
的
な
ス
タ
ッ
フ

を
配
置
し
、
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
高
齢
者
の
総
合
相
談
、
虐
待
の

防
止
・
早
期
発
見
な
ど
、
介
護
保
険

法
に
基
づ
く
次
の
包
括
的
支
援
事
業

を
行
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
平
成
十
八
年
度
に
整

備
し
ま
し
た
光
ケ
ー
ブ
ル
を
利
用

し
て
、
市
内
の
二
十
一
地
区
公
民

館
と
三
郵
便
局
で
次
の
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
ま
す
。 

　
合
わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
公

民
館
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
所
と

位
置
付
け
、
次
の
業
務
を
取
り
扱

い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
目
的 

　
地
区
公
民
館
を
地
域
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
位
置
付
け
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、
合
わ
せ
て
市

民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

各
種
証
明
書
を
発
行
す
る
事
務
所
（
以

下
「
連
絡
所
」
と
い
う
）
を
設
置
し

ま
す
。 

　
連
絡
所
の
業
務 

①
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
振
興
計
画

の
策
定
に
関
す
る
こ
と
。 

②
地
域
の
共
生
・
協
働
や
市
民
参
画

の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。 

③
申
請
者
本
人
ま
た
は
同
居
の
家
族

の
次
の
証
明
書
等
の
発
行
に
関
す

る
こ
と
。 

　
ア
　
住
民
票
の
写
し 

　
イ
　
印
鑑
登
録
証
明
書 

　
ウ
　
所
得
証
明
書 

　
エ
　
納
税
証
明
書 

　
オ
　
公
課
証
明
書 

　
カ
　
資
産
証
明
書 

　
職
員 

　
地
域
づ
く
り
指
導
員（
社
会
教
育
指

導
員
並
び
に
主
事
補
）を
配
置
し
ま
す
。 

　
証
明
書
発
行
事
務
の
取
り
扱
い 

①
業
務
日 

毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
（
た
だ
し
、

十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
一
月

三
日
ま
で
の
日
と
国
民
の
祝
日
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法

律
第
１
７
８
号
）
に
規
定
す
る
休

日
を
除
く
） 

②
業
務
時
間 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
前
十
二

時
ま
で 

③
平
成
十
九
年
六
月
一
日
（
金
）
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
（
扇
尾
地

区
公
民
館
を
除
く
） 

  

１
　
市
内
の
郵
便
局
で
の
業
務 

　
①
平
成
十
九
年
六
月
一
日（
金
）か
ら 

　
②
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
九

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で 

２
　
取
り
扱
う
証
明 

　
申
請
者
本
人
ま
た
は
同
居
の
家
族

の
次
の
証
明
書
等
。 

　
ア
　
住
民
票
の
写
し 

　
イ
　
印
鑑
登
録
証
明
書 

　
ウ
　
所
得
証
明
書 

　
エ
　
納
税
証
明
書 

　
オ
　
公
課
証
明
書 

　
カ
　
資
産
証
明
書 

　包
括
的
支
援
事
業 

①
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

　
介
護
予
防
対
象
者
の
介
護
予
防

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
策
定
、
評
価
な
ど

を
行
い
ま
す
。 

②
総
合
相
談
・
支
援
事
業 

　
高
齢
者
や
そ
の
家
族
か
ら
の
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
、
高
齢
者

な
ど
が
抱
え
る
生
活
課
題
を
的
確

に
把
握
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
必
要
な
援
助
を
行
う
。 

③
権
利
擁
護
、虐
待
早
期
発
見
・
防
止 

　
高
齢
者
の
人
権
や
財
産
を
守
る

権
利
擁
護
や
虐
待
防
止
の
拠
点
と

し
て
、
成
年
後
見
制
度
の
活
用
や

虐
待
の
早
期
発
見
・
防
止
を
進
め

て
い
き
ま
す
。 

④
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

　
介
護
支
援
専
門
員
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
や
、
困
難
事
例
に
対

す
る
助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

　要
支
援
者
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成 

　
介
護
認
定
審
査
会
で
「
要
支
援
１
」

「
要
支
援
２
」
と
判
定
さ
れ
た
方
の

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
は
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
介

護
支
援
専
門
員
が
作
成
し
て
い
ま
し

た
が
、
四
月
以
降
は
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
指
定
介
護
予
防
支
援
事

業
所
）
で
作
成
し
ま
す
。 

▲４月に開設された地域包括支援センター 

福
　
祉
　
課 

企
　
画
　
課 

行
政
改
革
推
進
係 

障
害
福
祉
係 

長
寿
福
祉
係 

※
障
害
高
齢
者
福
祉
係
を
分
割 

※
他
係
省
略 

※
企
画
課
内
に
１
係
を
含
め
る 

社
会
教
育
課 

児
童
地
域
福
祉
係 

子
ど
も
福
祉
係 

児
童
地
域
福
祉
係 

子
ど
も
福
祉
係 

障
害
高
齢
者
福
祉
係 

障
害
長
寿
福
祉
係 

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン 

タ
ー
指
導
管
理
係 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係 

※
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
を
分
割
し
、 

　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
指
導 

　
管
理
係
を
新
設 

※
他
係
省
略 

土
木
建
設
課 

都
市
計
画
係 

区
画
整
理
係 

※
土
木
建
設
課
内
に
２
係
を 

　
含
め
る 

本
庁 

支
所 

4
月
１
日
か
ら 

　
市
役
所
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が 

行
う
主
な
事
業 

地
域
包
括
支
援
セ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た

を
開
設
し
ま
し
た 

地
域
包
括
支
援
セ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た

を
開
設
し
ま
し
た 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た 

〜
介
護
や
高
齢
者
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口
〜 

日
置
市
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

連
絡
所
の
設
置 

日置市高山地区公民館 

日置市上市来地区公民館 
（東市来農業構造改善センター） 

日置市長里地区公民館 
※証明書発行事務は除く。 

日置市伊作田地区公民館 
（伊作田地区活性化センター） 

日置市皆田地区公民館 

日置市湯田地区公民館 
（東市来総合福祉センター） 

日置市伊集院地区公民館 

日置市飯牟礼地区公民館 

日置市土橋地区公民館 

日置市伊集院北地区公民館 

日置市妙円寺地区公民館 

 
日置市住吉地区公民館 

日置市日新地区公民館 

日置市扇尾地区公民館 

日置市野首地区公民館 

日置市平鹿倉地区公民館 

日置市吹上地区公民館 

日置市永吉地区公民館 

日置市坊野地区公民館 

日置市藤元地区公民館 

日置市花田地区公民館 

日置市和田地区公民館 

日置市伊作地区公民館 
※証明書発行事務は除く。 

東市来町養母15819－4 

東市来町養母11393－１ 

東市来町長里184 

東市来町伊作田4318 

東市来町湯田4477－2 

東市来町湯田3264 

伊集院町下谷口1857 

伊集院町飯牟礼910 

伊集院町土橋793 

伊集院町下神殿1147－１ 

伊集院町妙円寺一丁目 
2200－793 

日吉町日置11241 

日吉町山田343 

日吉町吉利7275 

吹上町田尻6037 

吹上町湯之浦5356 

吹上町入来290 

吹上町永吉5947 

吹上町永吉10227 

吹上町与倉3127－８ 

吹上町花熟里250 

吹上町和田2104 

吹上町中原2568

■設置施設の名称と場所 

下伊集院郵便局 

伊集院北郵便局 

吉利郵便局 

美山 

つつじヶ丘団地入口 

吉利 

■取り扱う郵便局 

郵
便
局
で
の
証
明
書
発
行
業
務 



　
市
で
は
、
職
員
数
の
縮
減
に
よ
り

簡
素
で
効
率
的
な
組
織
づ
く
り
を
推

進
し
、
新
た
な
行
政
需
要
や
多
様
化

す
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
で
き
る

組
織
の
整
備
を
図
る
た
め
、
平
成
十

九
年
四
月
一
日
に
機
構
改
革
を
行
い
、

市
役
所
の
課
・
係
の
一
部
を
変
更
し

ま
し
た
。 

 

会
計
管
理
者
の
設
置 

　
改
正
地
方
自
治
法
（
平
成
十
九
年

四
月
施
行
）
に
基
づ
き
、
「
収
入
役

の
事
務
を
兼
掌
す
る
助
役
（
兼
掌
助

役
）
」
を
廃
止
し
、
「
会
計
管
理
者

（
課
長
級
）
」
を
新
た
に
設
置
、
併

せ
て
「
出
納
室
」
の
名
称
を
「
会
計

課
」
に
改
称
し
ま
し
た
。 

 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
係
の
設
置 

　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０

０
８
（
第
二
十
一
回
健
康
福
祉
祭
か

ご
し
ま
大
会
）
」
に
対
応
す
る
た
め
、

福
祉
課
に
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進

係
」
を
設
置
し
ま
し
た
。 

 

組
織
の
充
実
、
統
廃
合
お
よ
び
係

名
の
改
称 

　
新
た
な
行
政
需
要
や
多
様
化
す
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
適
切
か
つ
迅
速
に

対
応
し
、
よ
り
一
層
の
行
政
運
営
を

進
め
る
と
と
も
に
、
市
民
に
親
し
み

や
す
い
窓
口
を
実
現
す
る
た
め
、
次

の
と
お
り
組
織
の
充
実
、
統
廃
合
お

よ
び
係
名
の
改
称
を
行
い
ま
し
た
。 

①
係
の
充
実
お
よ
び
課
の
統
合 

■
本
庁
福
祉
課
障
害
高
齢
者
福
祉
係

を
分
割
し
、
障
害
福
祉
係
と
長
寿
福

祉
係
を
設
置
。 

     

■
本
庁
合
併
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
を
企

画
課
に
統
合
し
、
企
画
課
に
行
政
改

革
推
進
係
を
設
置
。 

   

■
東
市
来
支
所
都
市
計
画
課
を
土
木

建
設
課
に
統
合
し
、
土
木
建
設
課
に

都
市
計
画
係
と
区
画
整
理
係
を
設
置
。 

     

■
東
市
来
支
所
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
を
分
割
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
と
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
指
導

管
理
係
を
設
置
。 

        

②
係
名
の
改
称 

■
本
庁
児
童
地
域
福
祉
係
を
子
ど
も

福
祉
係
に
改
称
。 

      

■
各
支
所
児
童
地
域
福
祉
係
を
子
ど

も
福
祉
係
に
、
障
害
高
齢
者
福
祉
係

を
障
害
長
寿
福
祉
係
に
改
称
。 

 

事
務
の
移
管 

　
本
庁
総
務
企
画
部
総
務
課
消
防
交

通
係
の
分
掌
事
務
で
あ
っ
た
消
防
団

業
務
を
、
消
防
本
部
総
務
課
に
移
管

し
、
消
防
本
部
総
務
課
に
消
防
団
係

を
新
設
。
そ
の
た
め
、
同
係
を
廃
止

し
、
防
災
、
災
害
救
助
、
危
機
管
理

等
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
総
務
企
画

部
総
務
課
総
務
係
の
分
掌
事
務
と
し

ま
し
た
。 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
の
生
活
を
地
域
と
協
働
し
な
が

ら
支
え
て
い
く
た
め
の
中
核
拠
点
と

し
て
、
四
月
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま

し
た
。 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
介
護
支
援

専
門
員
な
ど
の
専
門
的
な
ス
タ
ッ
フ

を
配
置
し
、
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
高
齢
者
の
総
合
相
談
、
虐
待
の

防
止
・
早
期
発
見
な
ど
、
介
護
保
険

法
に
基
づ
く
次
の
包
括
的
支
援
事
業

を
行
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
平
成
十
八
年
度
に
整

備
し
ま
し
た
光
ケ
ー
ブ
ル
を
利
用

し
て
、
市
内
の
二
十
一
地
区
公
民

館
と
三
郵
便
局
で
次
の
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
ま
す
。 

　
合
わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
公

民
館
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
所
と

位
置
付
け
、
次
の
業
務
を
取
り
扱

い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
目
的 

　
地
区
公
民
館
を
地
域
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
位
置
付
け
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、
合
わ
せ
て
市

民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

各
種
証
明
書
を
発
行
す
る
事
務
所
（
以

下
「
連
絡
所
」
と
い
う
）
を
設
置
し

ま
す
。 

　
連
絡
所
の
業
務 

①
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
振
興
計
画

の
策
定
に
関
す
る
こ
と
。 

②
地
域
の
共
生
・
協
働
や
市
民
参
画

の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。 

③
申
請
者
本
人
ま
た
は
同
居
の
家
族

の
次
の
証
明
書
等
の
発
行
に
関
す

る
こ
と
。 

　
ア
　
住
民
票
の
写
し 

　
イ
　
印
鑑
登
録
証
明
書 

　
ウ
　
所
得
証
明
書 

　
エ
　
納
税
証
明
書 

　
オ
　
公
課
証
明
書 

　
カ
　
資
産
証
明
書 

　
職
員 

　
地
域
づ
く
り
指
導
員（
社
会
教
育
指

導
員
並
び
に
主
事
補
）を
配
置
し
ま
す
。 

　
証
明
書
発
行
事
務
の
取
り
扱
い 

①
業
務
日 

毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
（
た
だ
し
、

十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
一
月

三
日
ま
で
の
日
と
国
民
の
祝
日
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法

律
第
１
７
８
号
）
に
規
定
す
る
休

日
を
除
く
） 

②
業
務
時
間 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
前
十
二

時
ま
で 

③
平
成
十
九
年
六
月
一
日
（
金
）
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
（
扇
尾
地

区
公
民
館
を
除
く
） 

  

１
　
市
内
の
郵
便
局
で
の
業
務 

　
①
平
成
十
九
年
六
月
一
日（
金
）か
ら 

　
②
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
九

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で 

２
　
取
り
扱
う
証
明 

　
申
請
者
本
人
ま
た
は
同
居
の
家
族

の
次
の
証
明
書
等
。 

　
ア
　
住
民
票
の
写
し 

　
イ
　
印
鑑
登
録
証
明
書 

　
ウ
　
所
得
証
明
書 

　
エ
　
納
税
証
明
書 

　
オ
　
公
課
証
明
書 

　
カ
　
資
産
証
明
書 

　包
括
的
支
援
事
業 

①
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

　
介
護
予
防
対
象
者
の
介
護
予
防

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
策
定
、
評
価
な
ど

を
行
い
ま
す
。 

②
総
合
相
談
・
支
援
事
業 

　
高
齢
者
や
そ
の
家
族
か
ら
の
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
、
高
齢
者

な
ど
が
抱
え
る
生
活
課
題
を
的
確

に
把
握
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
必
要
な
援
助
を
行
う
。 

③
権
利
擁
護
、虐
待
早
期
発
見
・
防
止 

　
高
齢
者
の
人
権
や
財
産
を
守
る

権
利
擁
護
や
虐
待
防
止
の
拠
点
と

し
て
、
成
年
後
見
制
度
の
活
用
や

虐
待
の
早
期
発
見
・
防
止
を
進
め

て
い
き
ま
す
。 

④
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

　
介
護
支
援
専
門
員
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
や
、
困
難
事
例
に
対

す
る
助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

　要
支
援
者
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成 

　
介
護
認
定
審
査
会
で
「
要
支
援
１
」

「
要
支
援
２
」
と
判
定
さ
れ
た
方
の

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
は
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
介

護
支
援
専
門
員
が
作
成
し
て
い
ま
し

た
が
、
四
月
以
降
は
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
指
定
介
護
予
防
支
援
事

業
所
）
で
作
成
し
ま
す
。 

▲４月に開設された地域包括支援センター 

福
　
祉
　
課 

企
　
画
　
課 

行
政
改
革
推
進
係 

障
害
福
祉
係 

長
寿
福
祉
係 

※
障
害
高
齢
者
福
祉
係
を
分
割 

※
他
係
省
略 

※
企
画
課
内
に
１
係
を
含
め
る 

社
会
教
育
課 

児
童
地
域
福
祉
係 

子
ど
も
福
祉
係 

児
童
地
域
福
祉
係 

子
ど
も
福
祉
係 

障
害
高
齢
者
福
祉
係 

障
害
長
寿
福
祉
係 

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン 

タ
ー
指
導
管
理
係 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係 

※
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
を
分
割
し
、 

　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
指
導 

　
管
理
係
を
新
設 

※
他
係
省
略 

土
木
建
設
課 

都
市
計
画
係 

区
画
整
理
係 

※
土
木
建
設
課
内
に
２
係
を 

　
含
め
る 

本
庁 

支
所 

4
月
１
日
か
ら 

　
市
役
所
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が 

行
う
主
な
事
業 

地
域
包
括
支
援
セ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た

を
開
設
し
ま
し
た 

地
域
包
括
支
援
セ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た

を
開
設
し
ま
し
た 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た 

〜
介
護
や
高
齢
者
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口
〜 

日
置
市
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

連
絡
所
の
設
置 

日置市高山地区公民館 

日置市上市来地区公民館 
（東市来農業構造改善センター） 

日置市長里地区公民館 
※証明書発行事務は除く。 

日置市伊作田地区公民館 
（伊作田地区活性化センター） 

日置市皆田地区公民館 

日置市湯田地区公民館 
（東市来総合福祉センター） 

日置市伊集院地区公民館 

日置市飯牟礼地区公民館 

日置市土橋地区公民館 

日置市伊集院北地区公民館 

日置市妙円寺地区公民館 

 
日置市住吉地区公民館 

日置市日新地区公民館 

日置市扇尾地区公民館 

日置市野首地区公民館 

日置市平鹿倉地区公民館 

日置市吹上地区公民館 

日置市永吉地区公民館 

日置市坊野地区公民館 

日置市藤元地区公民館 

日置市花田地区公民館 

日置市和田地区公民館 

日置市伊作地区公民館 
※証明書発行事務は除く。 

東市来町養母15819－4 

東市来町養母11393－１ 

東市来町長里184 

東市来町伊作田4318 

東市来町湯田4477－2 

東市来町湯田3264 

伊集院町下谷口1857 

伊集院町飯牟礼910 

伊集院町土橋793 

伊集院町下神殿1147－１ 

伊集院町妙円寺一丁目 
2200－793 

日吉町日置11241 

日吉町山田343 

日吉町吉利7275 

吹上町田尻6037 

吹上町湯之浦5356 

吹上町入来290 

吹上町永吉5947 

吹上町永吉10227 

吹上町与倉3127－８ 

吹上町花熟里250 

吹上町和田2104 

吹上町中原2568

■設置施設の名称と場所 

下伊集院郵便局 

伊集院北郵便局 

吉利郵便局 

美山 

つつじヶ丘団地入口 

吉利 

■取り扱う郵便局 

郵
便
局
で
の
証
明
書
発
行
業
務 



※児童・生徒は高校生まで。 
※使用者が入場料を徴収するときは使用区分ごとにそれぞれの 
　使用料の２倍の額となる。 

　
郵
政
記
念
日
と
な
っ
て
い
る
四
月

二
十
日
、
伊
集
院
郵
便
局
で
第
七
十

四
回
郵
政
記
念
式
典
お
よ
び
記
念
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
日
本
郵
政
公
社
で
は
、
新
式
郵
便

業
務
が
開
始
さ
れ
た
明
治
四
年
三
月

一
日
（
太
陽
暦
四
月
二
十
日
）
を
記

念
し
て
、
こ
の
日
を
郵
政
記
念
日
と

定
め
、
本
社
、
支
社
、
郵
便
局
な
ど

全
国
各
地
で
式
典
を
開
催
し
て
い
ま

す
。 

　
当
日
は
、
松
島
輝
雄
局
長
が
市
国

際
交
流
員
の
金
信
愛
さ
ん
に
「
一
日

郵
便
局
長
」
委
嘱
状
を
交
付
。
そ
の

後
金
さ
ん
は
一
日
郵
便
局
長
の
業
務

と
し
て
、
少
し
緊
張
し
た
面
持
ち
で

文
書
決
裁
事
務
を
行
い
ま
し
た
。
式

典
で
は
、
関
係
者
約
二
十
人
が
参
加
。

局
長
式
辞
を
は
じ
め
、
各
種
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
行
わ
れ

た
記
念
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
伊
集

院
幼
稚
園
の
園

児
ら
七
人
が
郵

便
局
前
の
ポ
ス

ト
を
清
掃
。
園

児
ら
は
、
日
ご

ろ
の
感
謝
を
込

め
て
ポ
ス
ト
を

き
れ
い
に
し
て

い
ま
し
た
。 

　
四
月
二
十
二
日
、
東
市
来
総
合
運
動
公
園
内
に
完

成
し
た
弓
道
場
の
落
成
式
が
行
わ
れ
、
宮
路
市
長
、

宇
田
市
議
会
議
長
を
始
め
弓
道
関
係
者
約
百
人
が
出

席
し
ま
し
た
。 

　
落
成
式
で
は
、
宮
路
市
長
が
「
施
設
を
十
分
に
活

用
し
、
愛
好
者
の
よ
り
一
層
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
宇
田
議
長
ら
来
賓
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

新
屋
周
七
範
士
八
段
の
「
　
固
め
・
天
地
お
払
い
儀

式
」
や
東
市
来
中
学
校
弓
道
部
員
に
よ
る
「
祝
射
」

な
ど
が
厳
粛
に
執
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
弓
道
場
は
、
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
（
旧
東

市
来
町
総
合
振
興
計
画
に
登
載
）
整
備
さ
れ
た
も
の

で
、
平
成
十
八
年
七
月
に
着
工
平
成
十
九
年
一
月
に

完
成
し
、
総
事
業
費
は
、
一
億
二
百
四
十
一
万
一
千

円
。
施
設
は
、
木
造
（
一
部
鉄
骨
）
平
屋
建
て
（
建

築
面
積
八
二
七
・
七
七
平
方
㍍
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
六

人
立
の
近
的
射
場
と
遠
的
射
場
、
師
範
控
室
な
ど
配

置
さ
れ
、
県
内
で
も
有
数
の
射
場
と
な
り
ま
す
。 

　
日
吉
中
学
校
が
、
日
置
警
察
署
か

ら
自
転
車
安
全
モ
デ
ル
校
と
し
て
指

定
さ
れ
、
四
月
九
日
、
同
校
で
伝
達

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
自
転
車
の
安
全
な
利
用

の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
学
校
と

地
域
で
、
子
ど
も
の
事
故
防
止
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
伝
達
式
の
あ
と
、
日
置
警
察
署
の

當
房
交
通
課
長
か
ら
、
自
転
車
安
全

利
用
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
は
自
転
車
の
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
当
日
は
日
吉
地
域
交
通
安

全
協
会
の
会
員
が
、
日
吉
駐
在
所
前

で
春
の
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
。
通
勤
・
通
学
車
両
を
対

象
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

郵
便
業
務
開
始
か
ら
136
年
を
記
念 

郵
政
記
念
日
式
典
お
よ
び
記
念
イ
ベ
ン
ト 

独
居
老
人
宅
を
訪
問 

建
具
家
具
木
工
組
合 

ク
ラ
ブ
員
の
無
事
故
・
無
違
反
で
表
彰 

交
通
安
全
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
０
・
０
コ
ン
テ
ス
ト 

地
域
の
交
通
事
故
防
止
に
一
役 

春
の
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

久
し
か
ぶ
い
の
、よ
か
ひ
と
と
き 

平
成
19
年
度
関
東
東
市
来
会
総
会 

待
望
の
弓
道
場
が
完
成 

東
市
来
総
合
運
動
公
園
内
弓
道
場
落
成
式 

▲松島輝雄局長が「一日郵便局長」委嘱状を交付 ▲文書決裁事務を行う金さん 

▲日ごろの感謝を込めてポストを清掃 

　
四
月
十
日
、『
良
い
戸
』
の
日

に
ち
な
ん
で
、
日
置
市
・
い
ち
き

串
木
野
市
建
具
家
具
木
工
組
合
の

職
人
さ
ん
ら
が
、
高
齢
者
宅
を
訪

れ
、
雨
戸
や
ふ
す
ま
の
補
修
な
ど

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し

た
。 

　
思
い
が
け
な
い
サ
ー
ビ
ス
に
、

東
市
来
町
湯
田
の
黒
崎
シ
マ
さ
ん

は
、「
今
ま
で
台
風
が
き
て
も
、

雨
戸
が
閉
め
ら
れ
ず
恐
い
思
い
を

し
て
い
た
け
ど
、
こ
れ
で
安
心
で

す
」
と
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
県
公
安
委
員
会
が
平
成
十
八
年
九

月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
二
月
二
十

八
日
ま
で
の
期
間
に
実
施
し
た
「
交

通
安
全
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
０
・
０
コ

ン
テ
ス
ト
」
で
、
麓
東
（
伊
集
院
）

と
下
方
限
（
伊
集
院
）
の
交
通
安
全

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
が
全
ク
ラ
ブ
員
の

期
間
中
の
無
事
故
・
無
違
反
を
達
成

し
、
四
月
十
六
日
、
定
信
彦
日
置
警

察
署
長
か
ら
表
彰
の
伝
達
を
受
け
ま

し
た
。
定
日
置
警
察
署
長
は
「
こ
れ

か
ら
も
交
通
事
故
の
な
い
地
域
を
目

指
し
て
活
動
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激

励
し
ま
し
た
。 

　
四
月
十
四
日
、
品
川
区
の
三
州
倶

楽
部
に
て
、
平
成
十
九
年
度
関
東
東

市
来
会
（
前
田
国
次
会
長
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
出
席
者
は
約
百
名
。
日
置
市
か
ら

は
宮
路
市
長
、
宇
田
市
議
会
議
長
が

出
席
し
ま
し
た
。
前
田
会
長
の
あ
い

さ
つ
後
、
宮
路
市
長
が
来
賓
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
来
賓
者
の
紹
介
が
あ
り
、

厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
会
は
終
了
し

ま
し
た
。 

　
総
会
後
、
元
日
産
自
動
車
株
式
会

社
副
社
長
　
南
光
成
氏
（
東
市
来
町

湯
田
出
身
）
が
「
私
が
歩
ん
で
来
た

人
生
」
と
題
し
講
演
。「
物
づ
く
り

の
人
生
で
あ
っ
た
が
、
企
業
の
ト
ッ

プ
と
し
て
仕
事
を
成
し
得
た
の
は
、

郷
里
東
市
来
で
育
ま
れ
た
も
の
で
あ

り
、
故
郷
が
人
生
の
支
え
で
あ
っ
た
」

と
故
郷
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
話
し

ま
し
た
。 

　
懇
親
会
で
は
、
会
員
の
一
年
ぶ
り

の
再
会
と
あ
っ
て
、
故
郷
へ
の
思
い

や
新
市
へ
の
期
待
な
ど
で
話
題
は
尽

き
る
こ
と
な
く
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

▲宮路市長のあいさつ 

▲新屋周七範士八段の　固め・天地お払い儀式 

▲東市来中弓道部員による祝射 

あ
ず
ち 

弓道場使用料（単位：円） 

使用区分 １時間当たり使用料 

児童・生徒 

上記以外の者 

児童・生徒 

上記以外の者 

180 

300 

１人につき30 

１人につき30

専用使用 

一部使用 

と 



※児童・生徒は高校生まで。 
※使用者が入場料を徴収するときは使用区分ごとにそれぞれの 
　使用料の２倍の額となる。 

　
郵
政
記
念
日
と
な
っ
て
い
る
四
月

二
十
日
、
伊
集
院
郵
便
局
で
第
七
十

四
回
郵
政
記
念
式
典
お
よ
び
記
念
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
日
本
郵
政
公
社
で
は
、
新
式
郵
便

業
務
が
開
始
さ
れ
た
明
治
四
年
三
月

一
日
（
太
陽
暦
四
月
二
十
日
）
を
記

念
し
て
、
こ
の
日
を
郵
政
記
念
日
と

定
め
、
本
社
、
支
社
、
郵
便
局
な
ど

全
国
各
地
で
式
典
を
開
催
し
て
い
ま

す
。 

　
当
日
は
、
松
島
輝
雄
局
長
が
市
国

際
交
流
員
の
金
信
愛
さ
ん
に
「
一
日

郵
便
局
長
」
委
嘱
状
を
交
付
。
そ
の

後
金
さ
ん
は
一
日
郵
便
局
長
の
業
務

と
し
て
、
少
し
緊
張
し
た
面
持
ち
で

文
書
決
裁
事
務
を
行
い
ま
し
た
。
式

典
で
は
、
関
係
者
約
二
十
人
が
参
加
。

局
長
式
辞
を
は
じ
め
、
各
種
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
行
わ
れ

た
記
念
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
伊
集

院
幼
稚
園
の
園

児
ら
七
人
が
郵

便
局
前
の
ポ
ス

ト
を
清
掃
。
園

児
ら
は
、
日
ご

ろ
の
感
謝
を
込

め
て
ポ
ス
ト
を

き
れ
い
に
し
て

い
ま
し
た
。 

　
四
月
二
十
二
日
、
東
市
来
総
合
運
動
公
園
内
に
完

成
し
た
弓
道
場
の
落
成
式
が
行
わ
れ
、
宮
路
市
長
、

宇
田
市
議
会
議
長
を
始
め
弓
道
関
係
者
約
百
人
が
出

席
し
ま
し
た
。 

　
落
成
式
で
は
、
宮
路
市
長
が
「
施
設
を
十
分
に
活

用
し
、
愛
好
者
の
よ
り
一
層
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
宇
田
議
長
ら
来
賓
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

新
屋
周
七
範
士
八
段
の
「
　
固
め
・
天
地
お
払
い
儀

式
」
や
東
市
来
中
学
校
弓
道
部
員
に
よ
る
「
祝
射
」

な
ど
が
厳
粛
に
執
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
弓
道
場
は
、
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
（
旧
東

市
来
町
総
合
振
興
計
画
に
登
載
）
整
備
さ
れ
た
も
の

で
、
平
成
十
八
年
七
月
に
着
工
平
成
十
九
年
一
月
に

完
成
し
、
総
事
業
費
は
、
一
億
二
百
四
十
一
万
一
千

円
。
施
設
は
、
木
造
（
一
部
鉄
骨
）
平
屋
建
て
（
建

築
面
積
八
二
七
・
七
七
平
方
㍍
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
六

人
立
の
近
的
射
場
と
遠
的
射
場
、
師
範
控
室
な
ど
配

置
さ
れ
、
県
内
で
も
有
数
の
射
場
と
な
り
ま
す
。 

　
日
吉
中
学
校
が
、
日
置
警
察
署
か

ら
自
転
車
安
全
モ
デ
ル
校
と
し
て
指

定
さ
れ
、
四
月
九
日
、
同
校
で
伝
達

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
自
転
車
の
安
全
な
利
用

の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
学
校
と

地
域
で
、
子
ど
も
の
事
故
防
止
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
伝
達
式
の
あ
と
、
日
置
警
察
署
の

當
房
交
通
課
長
か
ら
、
自
転
車
安
全

利
用
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
は
自
転
車
の
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
当
日
は
日
吉
地
域
交
通
安

全
協
会
の
会
員
が
、
日
吉
駐
在
所
前

で
春
の
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
。
通
勤
・
通
学
車
両
を
対

象
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

郵
便
業
務
開
始
か
ら
136
年
を
記
念 

郵
政
記
念
日
式
典
お
よ
び
記
念
イ
ベ
ン
ト 

独
居
老
人
宅
を
訪
問 

建
具
家
具
木
工
組
合 

ク
ラ
ブ
員
の
無
事
故
・
無
違
反
で
表
彰 

交
通
安
全
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
０
・
０
コ
ン
テ
ス
ト 

地
域
の
交
通
事
故
防
止
に
一
役 

春
の
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

久
し
か
ぶ
い
の
、よ
か
ひ
と
と
き 

平
成
19
年
度
関
東
東
市
来
会
総
会 

待
望
の
弓
道
場
が
完
成 

東
市
来
総
合
運
動
公
園
内
弓
道
場
落
成
式 

▲松島輝雄局長が「一日郵便局長」委嘱状を交付 ▲文書決裁事務を行う金さん 

▲日ごろの感謝を込めてポストを清掃 

　
四
月
十
日
、『
良
い
戸
』
の
日

に
ち
な
ん
で
、
日
置
市
・
い
ち
き

串
木
野
市
建
具
家
具
木
工
組
合
の

職
人
さ
ん
ら
が
、
高
齢
者
宅
を
訪

れ
、
雨
戸
や
ふ
す
ま
の
補
修
な
ど

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し

た
。 

　
思
い
が
け
な
い
サ
ー
ビ
ス
に
、

東
市
来
町
湯
田
の
黒
崎
シ
マ
さ
ん

は
、「
今
ま
で
台
風
が
き
て
も
、

雨
戸
が
閉
め
ら
れ
ず
恐
い
思
い
を

し
て
い
た
け
ど
、
こ
れ
で
安
心
で

す
」
と
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
県
公
安
委
員
会
が
平
成
十
八
年
九

月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
二
月
二
十

八
日
ま
で
の
期
間
に
実
施
し
た
「
交

通
安
全
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
０
・
０
コ

ン
テ
ス
ト
」
で
、
麓
東
（
伊
集
院
）

と
下
方
限
（
伊
集
院
）
の
交
通
安
全

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
が
全
ク
ラ
ブ
員
の

期
間
中
の
無
事
故
・
無
違
反
を
達
成

し
、
四
月
十
六
日
、
定
信
彦
日
置
警

察
署
長
か
ら
表
彰
の
伝
達
を
受
け
ま

し
た
。
定
日
置
警
察
署
長
は
「
こ
れ

か
ら
も
交
通
事
故
の
な
い
地
域
を
目

指
し
て
活
動
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激

励
し
ま
し
た
。 

　
四
月
十
四
日
、
品
川
区
の
三
州
倶

楽
部
に
て
、
平
成
十
九
年
度
関
東
東

市
来
会
（
前
田
国
次
会
長
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
出
席
者
は
約
百
名
。
日
置
市
か
ら

は
宮
路
市
長
、
宇
田
市
議
会
議
長
が

出
席
し
ま
し
た
。
前
田
会
長
の
あ
い

さ
つ
後
、
宮
路
市
長
が
来
賓
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
来
賓
者
の
紹
介
が
あ
り
、

厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
会
は
終
了
し

ま
し
た
。 

　
総
会
後
、
元
日
産
自
動
車
株
式
会

社
副
社
長
　
南
光
成
氏
（
東
市
来
町

湯
田
出
身
）
が
「
私
が
歩
ん
で
来
た

人
生
」
と
題
し
講
演
。「
物
づ
く
り

の
人
生
で
あ
っ
た
が
、
企
業
の
ト
ッ

プ
と
し
て
仕
事
を
成
し
得
た
の
は
、

郷
里
東
市
来
で
育
ま
れ
た
も
の
で
あ

り
、
故
郷
が
人
生
の
支
え
で
あ
っ
た
」

と
故
郷
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
話
し

ま
し
た
。 

　
懇
親
会
で
は
、
会
員
の
一
年
ぶ
り

の
再
会
と
あ
っ
て
、
故
郷
へ
の
思
い

や
新
市
へ
の
期
待
な
ど
で
話
題
は
尽

き
る
こ
と
な
く
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

▲宮路市長のあいさつ 

▲新屋周七範士八段の　固め・天地お払い儀式 

▲東市来中弓道部員による祝射 

あ
ず
ち 

弓道場使用料（単位：円） 

使用区分 １時間当たり使用料 

児童・生徒 

上記以外の者 

児童・生徒 

上記以外の者 

180 

300 

１人につき30 

１人につき30

専用使用 

一部使用 

と 



　
平
成
十
九
年
度
か
ら
新
た
に
始
ま

っ
た
地
域
の
共
同
活
動
を
支
援
す
る

「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」

の
協
定
を
日
置
市
内
二
十
二
組
織
が

結
ぶ
こ
と
に
な
り
、
四
月
十
六
日
、

市
中
央
公
民
館
で
調
印
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
こ
の
支
援
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
の

農
地
の
保
全
活
動
に
加
え
て
、
農
業

用
施
設
を
長
持
ち
さ
せ
る
よ
う
な
き

め
細
か
な
手
入
れ
、
自
治
会
内
の
自

然
環
境
や
景
観
な
ど
を
守
る
地
域
共

同
活
動
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。
農

業
者
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
・
自
治

会
・
関
係
す
る
団
体
な
ど
が
一
体
と

な
っ
て
幅
広
く
活
動
す
る
組
織
が
新

た
に
発
足
し
ま
し
た
。 

　
組
織
ご
と
に
用
排
水
路
・
た
め
池
・

農
道
等
の
草
払
い
の
維
持
作
業
、
生

活
排
水
路
・
生
活
道
路
の
維
持
作
業
、

環
境
美
化
活
動
な
ど
の
活
動
支
援
と

し
て
国
・
県
・
市
か
ら
交
付
金
が
、

日
置
市
全
体
で
は
九
百
五
十
六
㌶
の

農
地
に
水
田
で
四
千
四
百
円
、
畑
に

二
千
八
百
円
が
十
㌃
当
た
り
交
付
さ

れ
ま
す
。 

　
調
印
式
に
は
、
二
十
二
組
織
の
代

表
者
ら
が
出
席
し
、
吹
上
地
域
「
入

来
地
区
ふ
る
さ
と
を
守
る
会
」
の
内

村
文
弘
代
表
が
「
農
村
環
境
や
施
設

等
の
維
持
管
理
に
努
め
、
住
み
や
す

い
農
村
社
会
の
建
設
に
集
落
一
体
で

取
り
組
む
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。 

　
第
六
回
オ
ー
ル
九
州
ブ
ラ
ッ
ク
ア

ン
ド
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
が
三
月
二
十

四
・
二
十
五
日
、
熊
本
県
家
畜
市
場

で
開
催
さ
れ
、
県
酪
同
士
会
の
迫
竜

一
さ
ん
（
日
吉
町
吉
利
）
の
牛
が
、

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

　
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
名
前
は
「
バ
イ

ン
ダ
ー
ハ
ム
ス
カ
イ
デ
リ
ア
」。
自

家
産
で
平
成
十
四
年
八
月
八
日
生
ま

れ
で
す
。 

　
九
州
各
地
、
百
六
十
九
頭
の
出
品

が
あ
り
、
審
査
員
は
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

決
定
ま
で
慎
重
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。 

特
定
農
用
地
を
利
用
し
、 

　
　
　
さ
ら
な
る
活
性
化
を
め
ざ
す 

　
平
成
十
四
年
度
に
着
工
し
た

入
来
地
区
（
吹
上
）
の
県
営
農

地
環
境
整
備
事
業
が
平
成
十
八

年
度
末
で
完
工
し
、
そ
の
完
工

式
が
四
月
二
十
日
、
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
完
工
式
に
は
換
地
委
員
や
工

事
委
員
と
し
て
事
業
の
推
進
に

携
わ
っ
た
入
来
地
区
の
役
員
や

行
政
関
係
者
が
出
席
。
区
画
整

理
を
終
え
た
ほ
場
を
見
渡
す
場

所
に
設
置
さ
れ
た
記
念
碑
が
除

幕
さ
れ
る
と
、
感
慨
深
げ
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
除
幕
さ
れ
た
記
念
碑
の
近
く

に
は
、
明
治
三
十
八
年
に
完
工

し
た
排
水
耕
地
記
念
碑
も
建
っ

て
い
ま
す
。
委
員
ら
は
二
つ
の

記
念
碑
を
見
比
べ
な
が
ら
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。 

　
五
年
の
歳
月
と
事
業
費
一
億

九
千
九
百
五
十
万
円
を
投
じ
た

事
業
の
受
益
面
積
は
約
十
五
㌶
。

入
来
地
区
の
さ
ら
な
る
農
業
振

興
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
三
月
三
十
日
、
吉
利
北
区
・

田
代
地
区
特
定
農
用
地
利
用
規

程
認
定
書
交
付
式
が
市
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
宮
路
市
長
か
ら
吉

利
北
区
（
日
吉
）
と
田
代
地
区

（
東
市
来
）
の
自
治
会
長
に
認

定
書
が
交
付
さ
れ
た
後
、
宮
路

市
長
、
片
平
日
置
市
農
業
委
員

会
会
長
、
松
崎
さ
つ
ま
日
置
農

業
協
同
組
合
長
が
あ
い
さ
つ
。

宮
路
市
長
は
「
特
定
農
用
地
を

利
用
し
て
集
落
営
農
な
ど
を
展

開
す
る
中
で
地
域
住
民
や
関
係

団
体
と
力
を
合
わ
せ
て
進
め
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。
続

い
て
、
交
付
を
受
け
た
二
地
区

の
代
表
者
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の

抱
負
な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
同
二
地
区
は
特
定
農
用
地
を

利
用
し
て
集
落
営
農
を
展
開
す

る
予
定
。
今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。 

さ
ら
な
る
農
業
振
興
に
期
待 

▲協定書に調印する代表者ら 

農
業
へ
の
熱
い
思
い
を
語
る
原
口
さ
ん（
左
）と
 

西
園
さ
ん（
右
） 

▲誓いの言葉を述べる内村文弘代表 

　
三
月
二
十
七
日
、
飯
牟
礼
地
区
（
伊

集
院
）
に
待
望
の
農
産
物
加
工
セ
ン

タ
ー
が
完
成
し
、
四
月
二
十
八
日
に

落
成
式
が
行
わ
れ
、
地
区
住
民
や
市

関
係
者
、
建
設
関
係
者
な
ど
約
五
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
施
設
は
、
飯
牟
礼
地
区
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
農
業
・
農
村
活

性
化
推
進
施
設
等
整
備
事
業
を
導
入

し
、
平
成
十
八
年
十
二
月
十
九
日
か

ら
着
工
。
総
事
業
費
約
三
千
四
百
八

十
二
万
円
で
、
製
品
加
工
室
や
製
品

保
管
庫
な
ど
も
完
備
し
た
施
設
と
な

っ
て
い
ま
す
。
落
成
式
で
は
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、

施
設
前
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。
続
い
て

宮
路
市
長
が
「
こ
の
農
産
物
加
工
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
て
、
飯
牟
礼
地
区

の
活
性
化
に
繋
げ
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
そ
の
後
、
建
設
用
地
提
供

者
の
南
　
子
さ
ん
や
建
設
関
係
者
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

　
落
成
式
終
了
後
、
セ
ン
タ
ー
内
を

見
学
。
参
加
者
は
加
工
室
の
機
材
な

ど
の
説
明
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し

た
。 

　
四
月
二
十
一
日
、
伊
集
院
森
林
公

園
で
炭
焼
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
森
林
公
園
炭
焼
窯
で
炭

焼
き
の
準
備
。
炭
と
な
る
木
を
窯
に

入
れ
、
窯
の
入
り
口
を
土
な
ど
で
塞

ぐ
作
業
を
全
員
で
行
い
ま
し
た
。
窯

の
入
り
口
を
塞
ぐ
と
い
よ
い
よ
火
入

れ
。
薪
か
ら
立
ち
上
る
煙
は
窯
を
通

過
し
、
煙
突
か
ら
少
し
ず
つ
出
て
き

ま
し
た
。 

　
炭
は
窯
の
火
を
入
れ
て
か
ら
約
二

日
間
焼
き
続
け
、
そ
れ
か
ら
一
週
間

ほ
ど
置
い
て
完
成
し
ま
す
。 

陽
春
の
森
林
公
園
で
炭
焼
き
を
体
験 

　
県
知
事
が
認
定
す
る
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
と
し
て
原
口
酒
造
㈱
と
西
園
一

幸
さ
ん
が
認
定
さ
れ
四
月
十
三
日
、

認
定
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
認
定

は
「
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式

の
導
入
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

土
づ
く
り
や
農
薬
、
良
質
堆
肥
な
ど

の
技
術
を
一
体
的
に
導
入
し
た
、
い

わ
ば
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
実
践
者

を
認
定
す
る
も
の
で
す
。 

　
原
口
酒
造
は
自
社
ブ
ラ
ン
ド
焼
酎

原
料
と
な
る
甘
藷
を
ほ
ぼ
無
農
薬
、

有
機
肥
料
で
栽
培
。「
麦
、
米
の
よ

う
に
保
存
が
き
く
原
料
と
違
い
芋
は

生
き
物
」
と
原
口
俊
一
社
長
。「
さ

つ
ま
芋
焼
酎
に
こ
だ
わ
り
続
け
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。 

　
焼
酎
加
工
用
甘
藷
と
と
も
に
、
青

果
用
甘
藷
の
栽
培
に
も
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
西
園
さ
ん
。「
安
全

安
心
で
お
い
し
い
」
芋
づ
く
り
に
挑

み
、
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
を
栽
培
、
市

場
で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。 

　
吹
上
地
域
で
の
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

認
定
は
二
十
五
人
と
な
り
ま
し
た
。 

環
境
と
人
に
や
さ
し
い
農
業
を
実
践 

豊
か
な
大
地
に
育
ま
れ 

飯
牟
礼
に
農
産
物
加
工
施
設
完
成 

第6回 
オール九州 
B＆Wショウ 

伊集院 
森林公園 
炭焼体験 

▼
 

地
域
ぐ
る
み
で
農
業
資
源
を
守
る 

「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」
協
定
調
印
式 

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定 

農
地
環
境
整
備
事
業
入
来
地
区
完
工 

飯
牟
礼
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
落
成
式 

吉
利
北
区
・
田
代
地
区
特
定
農
用
地
利
用
規
程
認
定
書
交
付
式 



　
平
成
十
九
年
度
か
ら
新
た
に
始
ま

っ
た
地
域
の
共
同
活
動
を
支
援
す
る

「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」

の
協
定
を
日
置
市
内
二
十
二
組
織
が

結
ぶ
こ
と
に
な
り
、
四
月
十
六
日
、

市
中
央
公
民
館
で
調
印
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
こ
の
支
援
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
の

農
地
の
保
全
活
動
に
加
え
て
、
農
業

用
施
設
を
長
持
ち
さ
せ
る
よ
う
な
き

め
細
か
な
手
入
れ
、
自
治
会
内
の
自

然
環
境
や
景
観
な
ど
を
守
る
地
域
共

同
活
動
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。
農

業
者
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
・
自
治

会
・
関
係
す
る
団
体
な
ど
が
一
体
と

な
っ
て
幅
広
く
活
動
す
る
組
織
が
新

た
に
発
足
し
ま
し
た
。 

　
組
織
ご
と
に
用
排
水
路
・
た
め
池
・

農
道
等
の
草
払
い
の
維
持
作
業
、
生

活
排
水
路
・
生
活
道
路
の
維
持
作
業
、

環
境
美
化
活
動
な
ど
の
活
動
支
援
と

し
て
国
・
県
・
市
か
ら
交
付
金
が
、

日
置
市
全
体
で
は
九
百
五
十
六
㌶
の

農
地
に
水
田
で
四
千
四
百
円
、
畑
に

二
千
八
百
円
が
十
㌃
当
た
り
交
付
さ

れ
ま
す
。 

　
調
印
式
に
は
、
二
十
二
組
織
の
代

表
者
ら
が
出
席
し
、
吹
上
地
域
「
入

来
地
区
ふ
る
さ
と
を
守
る
会
」
の
内

村
文
弘
代
表
が
「
農
村
環
境
や
施
設

等
の
維
持
管
理
に
努
め
、
住
み
や
す

い
農
村
社
会
の
建
設
に
集
落
一
体
で

取
り
組
む
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。 

　
第
六
回
オ
ー
ル
九
州
ブ
ラ
ッ
ク
ア

ン
ド
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
が
三
月
二
十

四
・
二
十
五
日
、
熊
本
県
家
畜
市
場

で
開
催
さ
れ
、
県
酪
同
士
会
の
迫
竜

一
さ
ん
（
日
吉
町
吉
利
）
の
牛
が
、

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

　
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
名
前
は
「
バ
イ

ン
ダ
ー
ハ
ム
ス
カ
イ
デ
リ
ア
」。
自

家
産
で
平
成
十
四
年
八
月
八
日
生
ま

れ
で
す
。 

　
九
州
各
地
、
百
六
十
九
頭
の
出
品

が
あ
り
、
審
査
員
は
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

決
定
ま
で
慎
重
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。 

特
定
農
用
地
を
利
用
し
、 

　
　
　
さ
ら
な
る
活
性
化
を
め
ざ
す 

　
平
成
十
四
年
度
に
着
工
し
た

入
来
地
区
（
吹
上
）
の
県
営
農

地
環
境
整
備
事
業
が
平
成
十
八

年
度
末
で
完
工
し
、
そ
の
完
工

式
が
四
月
二
十
日
、
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
完
工
式
に
は
換
地
委
員
や
工

事
委
員
と
し
て
事
業
の
推
進
に

携
わ
っ
た
入
来
地
区
の
役
員
や

行
政
関
係
者
が
出
席
。
区
画
整

理
を
終
え
た
ほ
場
を
見
渡
す
場

所
に
設
置
さ
れ
た
記
念
碑
が
除

幕
さ
れ
る
と
、
感
慨
深
げ
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
除
幕
さ
れ
た
記
念
碑
の
近
く

に
は
、
明
治
三
十
八
年
に
完
工

し
た
排
水
耕
地
記
念
碑
も
建
っ

て
い
ま
す
。
委
員
ら
は
二
つ
の

記
念
碑
を
見
比
べ
な
が
ら
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。 

　
五
年
の
歳
月
と
事
業
費
一
億

九
千
九
百
五
十
万
円
を
投
じ
た

事
業
の
受
益
面
積
は
約
十
五
㌶
。

入
来
地
区
の
さ
ら
な
る
農
業
振

興
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
三
月
三
十
日
、
吉
利
北
区
・

田
代
地
区
特
定
農
用
地
利
用
規

程
認
定
書
交
付
式
が
市
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
宮
路
市
長
か
ら
吉

利
北
区
（
日
吉
）
と
田
代
地
区

（
東
市
来
）
の
自
治
会
長
に
認

定
書
が
交
付
さ
れ
た
後
、
宮
路

市
長
、
片
平
日
置
市
農
業
委
員

会
会
長
、
松
崎
さ
つ
ま
日
置
農

業
協
同
組
合
長
が
あ
い
さ
つ
。

宮
路
市
長
は
「
特
定
農
用
地
を

利
用
し
て
集
落
営
農
な
ど
を
展

開
す
る
中
で
地
域
住
民
や
関
係

団
体
と
力
を
合
わ
せ
て
進
め
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。
続

い
て
、
交
付
を
受
け
た
二
地
区

の
代
表
者
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の

抱
負
な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
同
二
地
区
は
特
定
農
用
地
を

利
用
し
て
集
落
営
農
を
展
開
す

る
予
定
。
今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。 

さ
ら
な
る
農
業
振
興
に
期
待 

▲協定書に調印する代表者ら 

農
業
へ
の
熱
い
思
い
を
語
る
原
口
さ
ん（
左
）と
 

西
園
さ
ん（
右
） 

▲誓いの言葉を述べる内村文弘代表 

　
三
月
二
十
七
日
、
飯
牟
礼
地
区
（
伊

集
院
）
に
待
望
の
農
産
物
加
工
セ
ン

タ
ー
が
完
成
し
、
四
月
二
十
八
日
に

落
成
式
が
行
わ
れ
、
地
区
住
民
や
市

関
係
者
、
建
設
関
係
者
な
ど
約
五
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
施
設
は
、
飯
牟
礼
地
区
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
農
業
・
農
村
活

性
化
推
進
施
設
等
整
備
事
業
を
導
入

し
、
平
成
十
八
年
十
二
月
十
九
日
か

ら
着
工
。
総
事
業
費
約
三
千
四
百
八

十
二
万
円
で
、
製
品
加
工
室
や
製
品

保
管
庫
な
ど
も
完
備
し
た
施
設
と
な

っ
て
い
ま
す
。
落
成
式
で
は
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、

施
設
前
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。
続
い
て

宮
路
市
長
が
「
こ
の
農
産
物
加
工
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
て
、
飯
牟
礼
地
区

の
活
性
化
に
繋
げ
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
そ
の
後
、
建
設
用
地
提
供

者
の
南
　
子
さ
ん
や
建
設
関
係
者
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

　
落
成
式
終
了
後
、
セ
ン
タ
ー
内
を

見
学
。
参
加
者
は
加
工
室
の
機
材
な

ど
の
説
明
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し

た
。 

　
四
月
二
十
一
日
、
伊
集
院
森
林
公

園
で
炭
焼
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
森
林
公
園
炭
焼
窯
で
炭

焼
き
の
準
備
。
炭
と
な
る
木
を
窯
に

入
れ
、
窯
の
入
り
口
を
土
な
ど
で
塞

ぐ
作
業
を
全
員
で
行
い
ま
し
た
。
窯

の
入
り
口
を
塞
ぐ
と
い
よ
い
よ
火
入

れ
。
薪
か
ら
立
ち
上
る
煙
は
窯
を
通

過
し
、
煙
突
か
ら
少
し
ず
つ
出
て
き

ま
し
た
。 

　
炭
は
窯
の
火
を
入
れ
て
か
ら
約
二

日
間
焼
き
続
け
、
そ
れ
か
ら
一
週
間

ほ
ど
置
い
て
完
成
し
ま
す
。 

陽
春
の
森
林
公
園
で
炭
焼
き
を
体
験 

　
県
知
事
が
認
定
す
る
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
と
し
て
原
口
酒
造
㈱
と
西
園
一

幸
さ
ん
が
認
定
さ
れ
四
月
十
三
日
、

認
定
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
認
定

は
「
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式

の
導
入
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

土
づ
く
り
や
農
薬
、
良
質
堆
肥
な
ど

の
技
術
を
一
体
的
に
導
入
し
た
、
い

わ
ば
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
実
践
者

を
認
定
す
る
も
の
で
す
。 

　
原
口
酒
造
は
自
社
ブ
ラ
ン
ド
焼
酎

原
料
と
な
る
甘
藷
を
ほ
ぼ
無
農
薬
、

有
機
肥
料
で
栽
培
。「
麦
、
米
の
よ

う
に
保
存
が
き
く
原
料
と
違
い
芋
は

生
き
物
」
と
原
口
俊
一
社
長
。「
さ

つ
ま
芋
焼
酎
に
こ
だ
わ
り
続
け
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。 

　
焼
酎
加
工
用
甘
藷
と
と
も
に
、
青

果
用
甘
藷
の
栽
培
に
も
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
西
園
さ
ん
。「
安
全

安
心
で
お
い
し
い
」
芋
づ
く
り
に
挑

み
、
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
を
栽
培
、
市

場
で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。 

　
吹
上
地
域
で
の
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

認
定
は
二
十
五
人
と
な
り
ま
し
た
。 

環
境
と
人
に
や
さ
し
い
農
業
を
実
践 

豊
か
な
大
地
に
育
ま
れ 

飯
牟
礼
に
農
産
物
加
工
施
設
完
成 
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四
月
十
五
日
、
湯
之
元
温
泉
街
（
東

市
来
）
で
「
湯
之
元
馬
頭
観
音
馬
踊

り
」
が
あ
り
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。 

　
こ
の
祭
り
は
、
明
治
二
十
五
年
に

牛
馬
の
供
養
や
無
病
息
災
の
祈
願
祭

と
し
て
始
ま
っ
た
伝
統
行
事
で
、
一

時
途
絶
え
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
三

年
に
復
活
。
現
在
、
湯
之
元
ク
ラ
ブ

（
内
田
千
年
会
長
）
が
中
心
と
な
っ

て
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
は
、
例
年
よ
り
一
週
間
遅
れ

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
勢

の
市
民
、
観
光
客
が
訪
れ
、
色
鮮
や

か
に
花
飾
り
を
し
た
二
頭
の
シ
ャ
ン

シ
ャ
ン
馬
を
先
頭
に
、
踊
り
連
、
太

鼓
、
三
味
線
が
約
三
十
五
ヶ
所
で
踊

り
を
披
露
し
、
温
泉
街
一
帯
は
終
日

華
や
い
だ
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
温
泉
街
の
歩
行
者
天
国
で
は
、

木
市
や
露
店
が
立
ち
並
び
、
祭
り
を

い
っ
そ
う
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。 

　
歩
行
者
天
国
の
一
角
で
は
、
遠
見

番
山
緑
の
少
年
団
（
新
村
利
芳
育
成

会
長
）
の
小
学
生
八
名
、
中
学
生
一

名
と
父
兄
が
緑
の
募
金
活
動
を
行
い

ま
し
た
。 

　
四
月
二
十
九
日
、
上
土
橋
地
区
（
伊

集
院
）
勝
護
院
前
広
場
で
同
地
区
の

運
動
会
が
行
わ
れ
、
地
域
伝
統
の
棒

踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
踊
り
は
五
穀
豊
穣
や
家
内
招

福
な
ど
を
祈
願
し
て
毎
年
披
露
さ
れ

る
も
の
。 

　
今
年
は
地
区
内
の
小
・
中
学
生
十

五
人
が
快
晴
の
も
と
元
気
い
っ
ぱ
い

に
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。 
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ン
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廃
校
と
な
っ
た
旧
平
鹿
倉
小

学
校
（
吹
上
）
の
プ
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ル
を
活

用
し
た
地
域
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト

「
平
鹿
倉
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
大
会
」

が
四
月
二
十
九
日
、
開
催
さ
れ

ま
し
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開
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を
待
ち
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ず
、

プ
ー
ル
サ
イ
ド
は
約
百
三
十
人

の
参
加
者
で
埋
ま
り
ま
す
。「
ど

う
ぞ
」。
合
図
と
と
も
に
、
川

釣
り
や
海
釣
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
釣
り
竿
が
一
斉
に
水
面
に
差

し
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
の
た
め
に
ニ
ジ
マ
ス

は
一
週
間
エ
サ
抜
き
。「
今
年

は
育
て
過
ぎ
た
」
と
い
う
ニ
ジ

マ
ス
は
体
長
二
十
㌢
を
優
に
超

え
、
次
々
と
参
加
者
の
釣
り
竿

を
し
な
ら
せ
ま
し
た
。
そ
の
手

ご
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え
に
思
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ず
え
び
す
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大
会
の
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に
、
渓
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を
引

き
込
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だ
プ
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で
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青
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が
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。
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に
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置
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の
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の
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、
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や
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る
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、
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（
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上
）
の
三
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生
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が
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、
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で
開
催
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、
終
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に
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た
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生
祭
企
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と
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て
、
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が
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。
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の
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が
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が
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児
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が
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を
後
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、
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内
は
両
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い
っ
ぱ
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に
野
菜
を
抱
え
た

客
で
レ
ジ
待
ち
の
行
列
も
。 

　
県
立
農
業
大
学
校
も
農
産
物

を
販
売
、
地
区
民
手
づ
く
り
の

き
ね
つ
き
餅
も
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。 

　
駐
車
場
や
店
内
案
内
な
ど
和

田
地
区
総
出
で
誕
生
祭
を
支
援
。

役
員
の
一
人
は
「
お
か
げ
さ
ま

で
三
年
間
順
調
に
成
長
し
て
い

る
。
地
域
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動
の
一
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と
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て

地
道
に
続
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た
い
」
と
話
し
て

い
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し
た
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四
月
二
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、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ

ば
り
倶
楽
部
が
主
催
す
る
「
な
つ
か

し
の
映
画
会
」
が
飯
牟
礼
児
童
館
（
伊

集
院
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
活
動
は
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
の
一
貫
で
映
画
会
を
開
催

し
、
高
齢
者
に
映
画
を
楽
し
ん
で
も
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う
こ
と
と
、
共
通
の
話
題
で
交
流

を
図
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
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当
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は
、
同
地
区
敬
老
会
の
代
表

の
呼
び
か
け
も
あ
り
、
住
民
約
五
十

人
が
参
加
。
日
ご
ろ
あ
ま
り
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る
機

会
の
な
い
映
画
に
泣
い
た
り
笑
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り
と
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に
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で
い
る
よ

う
で
、
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後
も
、
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画
の
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題
で
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に
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り
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が
っ
て
い
ま
し

た
。 

　
ひ
ば
り
倶
楽
部
の
畠
中
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は
、「
最

新
家
電
が
次
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る
便
利
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時
代
、

高
齢
者
の
中
に
は
そ
れ
ら
を
う
ま
く

使
え
な
い
方
も
多
く
、
映
画
を
見
る

機
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も
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
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が
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齢
者
に
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て
の
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が
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の
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ば
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で
す
ね
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と
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い
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た
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、
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場
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（
東
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で
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散
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＆
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菜
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」
が
行
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れ
、
鹿
児
島
市
な
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か

ら
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十
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家
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八
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が
参
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。
あ
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の
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で
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が
、
棚
田
の
散
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、
め
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か
の
見
学
や
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ノ
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な
ど
を
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、
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の
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を
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に
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の
方

か
ら
タ
ケ
ノ
コ
の
掘
り
方
の
説
明
を

受
け
、
一
斉
に
竹
林
の
中
に
。
袋
い

っ
ぱ
い
に
タ
ケ
ノ
コ
を
詰
め
込
む
家

族
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

わ
ら
び
狩
り
で
は
、
畑
一
面
に
生
え

た
わ
ら
び
を
一
生
懸
命
摘
み
取
る
な

ど
め
だ
か
の
里
の
春
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。 

　
昼
食
で
は
、
地
元
の
野
菜
を
使
っ

た
豚
汁
、
わ
ら
び
や
タ
ケ
ノ
コ
の
漬

物
や
ご
飯
が
振
舞
わ
れ
、
地
元
産
の

い
ち
ご
、
お
米
が
当
た
る
抽
選
会
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

　
午
後
か
ら
は
、
森
林
浴
を
楽
し
み
、

一
本
杉
の
見
学
や
用
意
さ
れ
た
杖
を

使
い
な
が
ら
急
な
斜
面
を
登
り
、
途

中
、
そ
の
杉
に
ま
つ
わ
る
「
狩
人
の

墓
伝
説
」
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、「
尾
木
場
の
方
々
の

や
さ
し
さ
、
温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
」

「
昔
の
農
村
の
風
景
が
残
り
、
人
情

も
あ
り
、
都
会
に
欠
け
て
い
る
い
ろ

ん
な
こ
と
を
得
た
体
験
で
し
た
」
な

ど
感
激
し
た
様
子
で
会
場
を
後
に
し

ま
し
た
。 

棚
田
散
策
、山
菜
狩
り
体
験 

伝統を受け継ぎ 
五穀豊穣と家内招福を祈願 

伝統を受け継ぎ 
五穀豊穣と家内招福を祈願 

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
支
援 

上土橋 
棒踊り 

さ
ま
ざ
ま
な
釣
り
竿
が
プ
ー
ル
サ
イ
ド
を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
 

▼
 

な
つ
か
し
の
映
画
に
見
入
る
観
客
 

▼
 

N
P
O
法
人
ひ
ば
り
倶
楽
部
の
畠
中
さ
ん（
左
）の
 

あ
い
さ
つ
 

▼
 

た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
う
ひ
ま
わ
り
館
 

▼
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ば
り
倶
楽
部
「
な
つ
か
し
の
映
画
会
」 

尾
木
場
め
だ
か
の
里 

湯
之
元
馬
頭
観
音
馬
踊
り 

平
鹿
倉
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
大
会 

ひ
ま
わ
り
館
誕
生
祭 



六連覇達
成 

（妙円寺
五区） 

　
好
天
に
恵
ま
れ
た
春
分
の
日
の
三

月
二
十
一
日
、
恒
例
の
彼
岸
相
撲
大

会
が
市
営
相
撲
場
（
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
）
で
開
催
さ
れ
、
東
市
来
地

域
内
の
小
・
中
学
生
や
鹿
児
島
市
内

の
高
校
相
撲
部
な
ど
百
六
十
人
が
、

団
体
・
個
人
戦
で
手
に
汗
握
る
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
伊
作
田
小
児
童
に
よ
る
相

撲
体
操
や
相
撲
甚
句
が
披
露
さ
れ
る

と
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
の
創
始
者
は
、
明
治
二

十
年
、
東
市
来
町
に
生
ま
れ
、
天
才

的
な
相
撲
で
県
内
に
知
れ
渡
っ
た
「
白

糸
関
」（
吉
田
　
森
太
郎
氏
）。
当
時
、

娯
楽
的
な
催
し
が
無
か
っ
た
湯
之
元

を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
始
め
ら
れ
ま

し
た
。 

　
団
体
・
個
人
戦
の
優
勝
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
　（
敬
称
略
） 

　団
体
戦 

　
小
学
生
　
伊
作
田
Ａ 

　
中
学
生
　
東
市
来
中 

　
高
校
生
　
樟
南
高
校 

　個
人
戦 

小
四
男
子 

　
赤
　
崎
　
元
　
気
（
伊
作
田
小
） 

小
五
男
子
　 

　
緒
　
方
　
純
　
平
（
湯
田
小
） 

小
六
男
子 

　
上
　
園
　
隆
　
太
（
伊
作
田
小
） 

小
四
女
子 

　
奥
　
薗
　
聖
　
奈
（
鶴
丸
小
） 

小
五
女
子
　 

　
三
　
薗
　
茉
　
生
（
伊
作
田
小
） 

小
六
女
子
　 

　
永
　
山
　
稚
　
弥
（
伊
作
田
小
） 

中
学
生
　   

　
枝
　
元
　
僚
　
祐
（
東
市
来
中
） 

高
校
生
　
　 

　
栄
　
　
　
城
　
樹
（
鹿
児
島
商
業
） 

　
四
月
七
日
か
ら
八
日
、
県
立
南
薩
少
年
自

然
の
家
で
、
日
吉
地
域
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
子
ど
も
が
話
し
合
い
活
動
や
野

外
活
動
を
通
し
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
恒
例
行
事
。 

　
今
年
の
参
加
者
は
三
十
六
人
。
初
日
は
南

薩
自
転
車
道
を
利
用
し
、
吹
上
浜
海
岸
沿
い

を
横
目
に
、
満
開
の
桜
道
を
満
喫
し
な
が
ら

約
四
十
㌔
の
道
の
り
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
完

走
。
南
薩
少
年
自
然
の
家
で
は
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
等
の
研
修
。
二
日
目
は
野
外
活
動

と
し
て
カ
ヌ
ー
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
研
修
の
成
果
を
こ
れ
か
ら
の
活
動
に

生
か
し
て
ほ
し
い
で
す
。 

豆
力
士
元
気
よ
く
　 

　
　
　
ハ
ッ
ケ
ヨ
イ
、ノ
コ
ッ
タ
！ 

　
吹
上
青
松
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
四

月
十
五
日
、
吹
上
浜
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
二
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
二

十
二
回
を
数
え
る
大
会
に
は
、
県
内

外
か
ら
お
よ
そ
千
五
百
人
が
参
加
。

小
雨
に
映
え
て
咲
く
満
開
の
ツ
ツ
ジ

に
励
ま
さ
れ
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス

で
歩
き
、
走
り
ま
し
た
。 

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
五
㌔
と
十
㌔
の

二
コ
ー
ス
。
さ
つ
ま
湖
か
ら
正
円
池

を
経
て
吹
上
浜
を
歩
く
十
㌔
の
白
砂

コ
ー
ス
に
は
四
百
人
が
挑
戦
。
貝
掘

り
を
楽
し
み
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指

す
参
加
者
も
。 

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
は
愛
好
者
か
ら
競

技
者
ま
で
幅
広
く
参
加
。
一
・
五
㌔
、

三
㌔
、
七
㌔
の
三
コ
ー
ス
に
そ
れ
ぞ

れ
挑
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
、
吹
上
の
地
場
産
品
の

ほ
か
マ
レ
ー
シ
ア
物
産
も
販
売
さ
れ
、

参
加
者
は
「
吹
上
な
ら
で
は
」
を
買

い
求
め
て
い
ま
し
た
。 

　
参
加
者
に
は
吹
上
温
泉
無
料
入
浴

券
も
進
呈
さ
れ
、
好
み
の
温
泉
で
疲

れ
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。 

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
優
勝
者
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。（
市
関
係
分
敬
称
略
） 

▼
一
・
五
㌔
女
子
　
樽
野
華
奈
（
小

学
四
〜
六
年
）、
樽
野
莉
奈
（
中
学

〜
２９
歳
以
下
）、
富
奥
裕
子
（
３０
〜

４９
歳
以
下
）
▼
三
㌔
男
子
　
有
馬
久

光
（
５０
歳
以
上
）
▼
三
㌔
女
子
　
下

園
理
恵
（
小
学
四
〜
六
年
）
▼
七
㌔

女
子
　
久
保
舞
花
（
中
学
〜
２９
歳
以

下
）、
富
奥
裕
子
（
３０
〜
４９
歳
以
下
） 

歩
い
た
、走
っ
た
、春
の
吹
上 

　
四
月
八
日
、
伊
集
院
総
合
運
動
公

園
多
目
的
広
場
、
サ
ッ
カ
ー
場
で
自

治
会
対
抗
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
行
わ
れ
、
二
十
二
チ
ー
ム
が
参
加

し
ま
し
た
。 

　
熱
戦
を
制
し
た
の
は
妙
円
寺
五
区

自
治
会
。
今
年
で
六
連
覇
を
達
成
し

ま
し
た
。 

妙
円
寺
五
区
が
六
連
覇
達
成 

　
四
月
十
一
日
、
市
中
央
公
民
館
で

平
成
十
九
年
度
日
置
市
転
入
教
職
員

宣
誓
式
が
行
わ
れ
、
転
入
教
職
員
や

学
校
関
係
者
約
百
二
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。 

　
平
成
十
九
年
度
は
小
学
校
四
十
四

人
、
中
学
校
三
十
人
、
教
育
委
員
会

一
人
の
教
職
員
が
新
た
に
日
置
市
に

赴
任
。
式
で
は
、
転
入
教
職
員
を
代

表
し
て
、
伊
集
院
小
学
校
の
濱
田
梨

絵
先
生
が
宣
誓
し
、
伊
集
院
中
学
校

の
坂
口
勝
美
校
長
が
転
入
教
職
員
を

代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。 

　
和
田
小
学
校
（
吹
上
）
に
四
月
二

十
三
日
、
南
極
の
氷
が
届
き
、
全
校

児
童
ら
が
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。 

　
氷
は
、
同
小
教
諭
の
友
人
で
南
極

観
測
砕
氷
船
「
し
ら
せ
」
に
乗
船
す

る
隊
員
か
ら
送
ら
れ
た
も
の
。
三
十

㌢
ほ
ど
の
立
方
体
で
お
よ
そ
十
㌔
。 

　
児
童
は
南
極
に
つ
い
て
学
ん
だ
あ

と
、
直
接
、
氷
に
タ
ッ
チ
。「
手
が

し
び
れ
そ
う
」
と
大
喜
び
で
し
た
。 

　
ま
た
、
砕
い
た
氷
と
冷
蔵
庫
の
氷

と
溶
け
方
を
比
べ
て
「
溶
け
に
く
い

し
、
パ
チ
パ
チ
と
不
思
議
な
音
が
す

る
」。 

　「
二
万
年
前
の
氷
で
、
そ
の
と
き

に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
空
気
が
は
じ
け

る
音
」
と
聞
き
、
興
味
深
げ
に
コ
ッ

プ
を
の
ぞ
き
込
ん
だ
り
、
耳
を
澄
ま

し
た
り
。 

　
見
て
、
触
っ
て
、
嗅
い
で
、
聞
い

た
後
は
「
二
万
年
前
の
南
極
を
味
わ

お
う
」
と
カ
キ
氷
に
。
水
道
水
の
氷

と
は
全
く
違
う
澄
ん
だ
カ
キ
氷
に
、

無
言
で
さ
じ
が
動
き
ま
し
た
。 

　
児
童
は
「
め
っ
た
に
体
験
で
き
な

い
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
」
と
満

足
そ
う
で
し
た
。 

　
し
ん
こ
団
子
発
祥
の
地
、
扇
尾
地

区
（
日
吉
）
の
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ

た
け
の
こ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
毎
週
金

曜
日
の
朝
、
城
の
下
物
産
館
で
手
作

り
の
し
ん
こ
団
子
を
出
店
し
て
い
ま

す
。 

　
こ
れ
は
、
同
グ
ル
ー
プ
が
む
ら
起

こ
し
の
一
貫
と
し
て
始
め
、
夏
場
を

除
く
気
候
の
良
い
日
に
出
店
。
市
内

外
か
ら
買
い
求
め
に
来
ま
す
。
材
料

は
地
元
産
の
も
ち
米
や
、
炭
は
住
吉

地
区
の
木
炭
を
使
っ
て
い
ま
す
。 

　
香
ば
し
い
焼
き
お
こ
げ
が
マ
ッ
チ

し
た
し
ん
こ
団
子
。
お
一
つ
い
か
が
？ 

二
万
年
を
五
感
で
体
感 

子ども会相互の交流で 
　　　次代のリーダーを育成 

し
ん
こ
団
子
い
か
が
？ 

新
任
地
で
決
意
新
た
に 

日吉地域 
子ども会 

リーダー研修会 

第35回 
彼岸相撲大会 

南
極
か
ら
の
贈
り
物
に
興
味
津
々
 

▼
 

宣
誓
を
行
う
濱
田
梨
絵
先
生
 

▼
 

吹
上
青
松
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会 

平
成
19
年
度
日
置
市
転
入
教
職
員
宣
誓
式 

生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
た
け
の
こ 

和
田
小
で
南
極
の
氷
体
験 

自
治
会
対
抗
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 
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こ
の
研
修
の
成
果
を
こ
れ
か
ら
の
活
動
に

生
か
し
て
ほ
し
い
で
す
。 

豆
力
士
元
気
よ
く
　 

　
　
　
ハ
ッ
ケ
ヨ
イ
、ノ
コ
ッ
タ
！ 

　
吹
上
青
松
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
四

月
十
五
日
、
吹
上
浜
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
二
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
二

十
二
回
を
数
え
る
大
会
に
は
、
県
内

外
か
ら
お
よ
そ
千
五
百
人
が
参
加
。

小
雨
に
映
え
て
咲
く
満
開
の
ツ
ツ
ジ

に
励
ま
さ
れ
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス

で
歩
き
、
走
り
ま
し
た
。 

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
五
㌔
と
十
㌔
の

二
コ
ー
ス
。
さ
つ
ま
湖
か
ら
正
円
池

を
経
て
吹
上
浜
を
歩
く
十
㌔
の
白
砂

コ
ー
ス
に
は
四
百
人
が
挑
戦
。
貝
掘

り
を
楽
し
み
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指

す
参
加
者
も
。 

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
は
愛
好
者
か
ら
競

技
者
ま
で
幅
広
く
参
加
。
一
・
五
㌔
、

三
㌔
、
七
㌔
の
三
コ
ー
ス
に
そ
れ
ぞ

れ
挑
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
、
吹
上
の
地
場
産
品
の

ほ
か
マ
レ
ー
シ
ア
物
産
も
販
売
さ
れ
、

参
加
者
は
「
吹
上
な
ら
で
は
」
を
買

い
求
め
て
い
ま
し
た
。 

　
参
加
者
に
は
吹
上
温
泉
無
料
入
浴

券
も
進
呈
さ
れ
、
好
み
の
温
泉
で
疲

れ
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。 

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
優
勝
者
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。（
市
関
係
分
敬
称
略
） 

▼
一
・
五
㌔
女
子
　
樽
野
華
奈
（
小

学
四
〜
六
年
）、
樽
野
莉
奈
（
中
学

〜
２９
歳
以
下
）、
富
奥
裕
子
（
３０
〜

４９
歳
以
下
）
▼
三
㌔
男
子
　
有
馬
久

光
（
５０
歳
以
上
）
▼
三
㌔
女
子
　
下

園
理
恵
（
小
学
四
〜
六
年
）
▼
七
㌔

女
子
　
久
保
舞
花
（
中
学
〜
２９
歳
以

下
）、
富
奥
裕
子
（
３０
〜
４９
歳
以
下
） 

歩
い
た
、走
っ
た
、春
の
吹
上 

　
四
月
八
日
、
伊
集
院
総
合
運
動
公

園
多
目
的
広
場
、
サ
ッ
カ
ー
場
で
自

治
会
対
抗
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
行
わ
れ
、
二
十
二
チ
ー
ム
が
参
加

し
ま
し
た
。 

　
熱
戦
を
制
し
た
の
は
妙
円
寺
五
区

自
治
会
。
今
年
で
六
連
覇
を
達
成
し

ま
し
た
。 

妙
円
寺
五
区
が
六
連
覇
達
成 

　
四
月
十
一
日
、
市
中
央
公
民
館
で

平
成
十
九
年
度
日
置
市
転
入
教
職
員

宣
誓
式
が
行
わ
れ
、
転
入
教
職
員
や

学
校
関
係
者
約
百
二
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。 

　
平
成
十
九
年
度
は
小
学
校
四
十
四

人
、
中
学
校
三
十
人
、
教
育
委
員
会

一
人
の
教
職
員
が
新
た
に
日
置
市
に

赴
任
。
式
で
は
、
転
入
教
職
員
を
代

表
し
て
、
伊
集
院
小
学
校
の
濱
田
梨

絵
先
生
が
宣
誓
し
、
伊
集
院
中
学
校

の
坂
口
勝
美
校
長
が
転
入
教
職
員
を

代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。 

　
和
田
小
学
校
（
吹
上
）
に
四
月
二

十
三
日
、
南
極
の
氷
が
届
き
、
全
校

児
童
ら
が
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。 

　
氷
は
、
同
小
教
諭
の
友
人
で
南
極

観
測
砕
氷
船
「
し
ら
せ
」
に
乗
船
す

る
隊
員
か
ら
送
ら
れ
た
も
の
。
三
十

㌢
ほ
ど
の
立
方
体
で
お
よ
そ
十
㌔
。 

　
児
童
は
南
極
に
つ
い
て
学
ん
だ
あ

と
、
直
接
、
氷
に
タ
ッ
チ
。「
手
が

し
び
れ
そ
う
」
と
大
喜
び
で
し
た
。 

　
ま
た
、
砕
い
た
氷
と
冷
蔵
庫
の
氷

と
溶
け
方
を
比
べ
て
「
溶
け
に
く
い

し
、
パ
チ
パ
チ
と
不
思
議
な
音
が
す

る
」。 

　「
二
万
年
前
の
氷
で
、
そ
の
と
き

に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
空
気
が
は
じ
け

る
音
」
と
聞
き
、
興
味
深
げ
に
コ
ッ

プ
を
の
ぞ
き
込
ん
だ
り
、
耳
を
澄
ま

し
た
り
。 

　
見
て
、
触
っ
て
、
嗅
い
で
、
聞
い

た
後
は
「
二
万
年
前
の
南
極
を
味
わ

お
う
」
と
カ
キ
氷
に
。
水
道
水
の
氷

と
は
全
く
違
う
澄
ん
だ
カ
キ
氷
に
、

無
言
で
さ
じ
が
動
き
ま
し
た
。 

　
児
童
は
「
め
っ
た
に
体
験
で
き
な

い
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
」
と
満

足
そ
う
で
し
た
。 

　
し
ん
こ
団
子
発
祥
の
地
、
扇
尾
地

区
（
日
吉
）
の
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ

た
け
の
こ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
毎
週
金

曜
日
の
朝
、
城
の
下
物
産
館
で
手
作

り
の
し
ん
こ
団
子
を
出
店
し
て
い
ま

す
。 

　
こ
れ
は
、
同
グ
ル
ー
プ
が
む
ら
起

こ
し
の
一
貫
と
し
て
始
め
、
夏
場
を

除
く
気
候
の
良
い
日
に
出
店
。
市
内

外
か
ら
買
い
求
め
に
来
ま
す
。
材
料

は
地
元
産
の
も
ち
米
や
、
炭
は
住
吉

地
区
の
木
炭
を
使
っ
て
い
ま
す
。 

　
香
ば
し
い
焼
き
お
こ
げ
が
マ
ッ
チ

し
た
し
ん
こ
団
子
。
お
一
つ
い
か
が
？ 

二
万
年
を
五
感
で
体
感 

子ども会相互の交流で 
　　　次代のリーダーを育成 

し
ん
こ
団
子
い
か
が
？ 

新
任
地
で
決
意
新
た
に 

日吉地域 
子ども会 

リーダー研修会 

第35回 
彼岸相撲大会 

南
極
か
ら
の
贈
り
物
に
興
味
津
々
 

▼
 

宣
誓
を
行
う
濱
田
梨
絵
先
生
 

▼
 

吹
上
青
松
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会 

平
成
19
年
度
日
置
市
転
入
教
職
員
宣
誓
式 

生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
た
け
の
こ 

和
田
小
で
南
極
の
氷
体
験 

自
治
会
対
抗
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 



行政相談委員の連絡先 

■昔からあった色を使った健康法 
　昔、日本では下着に赤い腰巻やふんどしを身につけました。これは、赤色が腰まわりを温める効果があると認め
られていたからです。赤は気分を高揚させ、血圧を上げて血流をよくする働きがあると言われています。 
　色がなぜ、心身に影響するのか ? 色によって刺激を与えられた脳は、その刺激をホルモン分泌器官や、交感神経、
副交感神経といった神経系へと伝えます。これらの器官は身体や精神のバランスを整えるのに大きく関わっている
ため、心身に影響を及ぼすことへとつながるのです。 

■色と心の関係 
　色は心の言葉であり、「気になる色」や「好きな色」にはその時々の心理状態が反映しています。つまり好きな
色とは脳が心地よいと感じる色であり、どの色を好きと感じるかによって、心身が何を求めているかがわかるので
す。例えば、何となく今日はこの色の服を着たいと思う時は、自分の直感を信じて使ってみましょう !

①米はよくとぎ、ざるに上げて 30 分ほ
どおく。 

②だし昆布は切り込みを入れ、米と同
量または１割増の水につけて、10 ～
20 分おく。 

③②の昆布のだし汁にといだ米を入れ、
20 分ほど浸したら梅肉ソースを加え、
炊く。 

④炊き上がったら 10 分ほど蒸らし、大
きめのボウルに移す。ちりめんじゃ
こと白ごまを加えて混ぜ、千切りに
した青じそをのせる。 

■色彩の意味と心身への効果 

　平成 19 年４月１日付で、三原辰子さん（東市来地域）、
橋口勇さん（伊集院地域）、下野衞さん（日吉地域）、甲
斐克美さん（吹上地域）が、本市の行政相談委員（総務
大臣委嘱）に委嘱されました。 
　行政相談委員は、主に「国の役所の仕事について苦情
や意見・要望があるが、どこに相談してよいか分からない」
といった相談を受けて、中立・公正な立場からその処理
を図っています。 
　例えば、道路、登記、税金、年金、郵便、労働などの
問題でお困りの方は、お気軽にご相談ください。 
　なお、相談は、秘密を守り無料です。 

 

４
月
受
付
分
（
敬
称
略
） 

 

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

御
領
園
　
晄
　
　
進
　
　
　
小
城 

久
保
　
帝
桜
　
　
健
太
　
　
郡
上 

内
　
嘉
菜
子
　
　
嘉
彦
　
　
郡
下 

中
村
菜
々
美
　
　
慎
一
　
　
妙
円
寺
８
区 

江
上
　
華
音
　
　
章
　
　
　
平
古 

福
永
　
翔
望
　
　
淳
一
　
　
妙
円
寺
３
区 

内
村
　
友
香
　
　
幸
之
助
　
下
神
殿
１
区 

田
上
　
舞
美
　
　
美
知
年
　
平
古 

塩
屋
　
颯
大
　
　
博
之
　
　
徳
重
東 

尾
辻
　
朔
翔
　
　
治
彦
　
　
中
福
良 

中
野
　
美
海
　
　
憲
治
　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
２
・３
区 

東
瀬
戸
　
逞
　
　
忍
　
　
　
徳
重
東 

山
下
　
真
旺
　
　
竜
一
　
　
徳
重
東 

烏
帽
子
開
晟
　
　
勝
也
　
　
朝
日
ヶ
丘 

北
園
　
鉄
心
　
　
裕
貴
　
　
瀬
戸
内 

池
畑
　
美
優
　
　
智
文
　
　
妙
円
寺
９
区 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

冨
迫
然
大
朗
　
　
斉
司
　
　
麓
下 

久
保
　
琴
乃
　
　
優
一
　
　
北
山 

 

石
原
　
　
葵
　
　
誠
　
　
　
田
之
湯 

小
屋
敷
文
音
　
　
寿
　
　
　
美
山
下 

猿
渡
　
健
司
　
　
義
徳
　
　
駅
前 

久
徳
　
壮
太
　
　
秀
樹
　
　
元
湯 

野
　
隼
ノ
介
　
　
龍
也
　
　
堀
内 

白
窪
　
千
愛
　
　
健
吾
　
　
向
湯
田 

 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

西
　
　
良
太
　
　
健
次
郎
　
日
新 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

有
馬
　
遙
人
　
　
浩
和
　
　
下
田
尻 

岩
下
　
光
輝
　
　
末
男
　
　
南
湯
之
元 

岩
下
さ
く
ら
　
　
末
男
　
　
南
湯
之
元 

井
之
上
陽
菜
　
　
昌
弘
　
　
下
田
尻 

     

４
月
受
付
分
（
敬
称
略
） 

 

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

黒
木
ハ
ル
ヱ
　
　
99
　
　
朝
日
ヶ
丘 

松
山
　
久
子
　
　
86
　
　
城
山 

弓
削
　
豊
子
　
　
76
　
　
猪
鹿
倉 

藤
田
　
鉄
郎
　
　
72
　
　
麦
生
田
東 

福
田
　
ト
シ
　
　
90
　
　
中
神
殿 

森
重
　
健
一
　
　
59
　
　
下
神
殿
１
区 

上
　
　
武
男
　
　
94
　
　
中
川 

馬
塲
園
セ
ツ
子
　
67
　
　
竹
之
山 

宮
下
　
重
春
　
　
88
　
　
麦
生
田
下 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

片
平
　
智
美
　
　
73
　
上
床 

迫
　
タ
マ
子
　
　
84
　
堀
内 

田
中
　
次
夫
　
　
82
　
駅
前 

山
之
口
シ
ヅ
　
　
87
　
立
和
名 

片
平
　
富
男
　
　
78
　
田
代 

上
園
　
良
市
　
　
52
　
赤
崎 

西
田
　
フ
ミ
　
　
90
　
駅
前 

西
　
　
次
盛
　
　
92
　
駅
前 

横
手
ス
ミ
枝
　
　
89
　
鑪
口 

清
藤
ト
ミ
ヱ
　
　
78
　
田
代 

松
山
ノ
ブ
子
　
　
97
　
古
市 

 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

松
　
　
博
巳
　
　
81
　
諏
訪 

假
屋
　
フ
ヂ
　
　
83
　
北
区 

畠
中
ミ
ツ
エ
　
　
90
　
北
区 

豊
岡
　
　
豊
　
　
93
　
草
原 

平
原
　
　
貞
　
　
84
　
諏
訪 

永
　
　
正
治
　
　
69
　
八
幡 

宮
脇
　
良
吉
　
　
86
　
八
幡 

向
井
　
喜
也
　
　
95
　
青
松
園 

伊
内
　
行
男
　
　
84
　
青
松
園 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

岡
元
チ
ヅ
子
　
　
65
　
中
津 

黒
川
　
　
榮
　
　
84
　
坊
野
上 

月
野
　
清
　
　
　
60
　
天
昌
寺 

船
倉
　
豊
昭
　
　
78
　
西
本
町 

福
元
　
ミ
カ
　
　
97
　
窪
田 

東
　
　
和
子
　
　
80
　
下
草
田 

上
床
　
清
子
　
　
71
　
中
和
田 

　
　
　
ひ
か
る
 

　
　　て
ぃ
お
 

か
　
な
　
こ
 

な
　
な
　
み
 

　
　
か
の
ん
 

　
　
と
　
も
 

　
　と
も
か
 

　
　
ま
　
み
 

　
　そ
う
た
 

　
　さ
く
と
 

　
　
み
　
う
 

　
　
　
た
く
ま
 

　
　
ま
　
お
 

　
　か
い
せ
い
 

　
　て
っ
し
ん
 

　
　
み
　
ゆ
 

   ぜ
ん
た
ろ
う
 

　
　こ
と
の
 

 

　
　
　
あ
お
い
 

　
　
あ
や
ね
 

　
　
け
ん
じ
 

　
　
そ
う
た
 

し
ゅ
ん
の
す
け
 

　
　
せ
　
ら
 

   　
　
り
ょ
う
た
 

   　
　
は
る
と
 

　
　
こ
う
き
 

 　
　
は
る
な
 

色 色の心理的・生理的効果 

・脈拍・呼吸数が増える 
・血圧上昇・緊張感を高める 
・気分が高揚する 
・活動的になる 

・自己主張・自己顕示欲の 
　表れ 
・意欲的・バイタリティーに 
　あふれている 

・血液を浄化する 
・白血球を増やす 
・感受性を高める 
・心身の傷をいやす 

・悲しみ、不安など気力が 
　少し低下ぎみ 
・その状態から回復したい 
　と願っている 

・血圧の循環を促進する 
・食欲増進喜び感や幸福感を 
　与える 

・愛情欲求の表れ 
・社交的で行動的になって 
　いる 

・健康保持、規則正しい生活 
　リズムを促す 
・『和』を保つ力を与える 

・物欲、愛情欲の高まり 
・現状維持や保守性を促し 
　たい 

・消化作用を円滑にする 
・新陳代謝を促進する 
・物事を明確にとらえ正しい判断を促す 
・心を明るくする 

・希望や願望などの自己欲求 
　が抑えきれず外に向かって 
　いこうとしている 

・ホルモンバランスを促し、 
　安定させる（若返り効果） 
・安堵感ややさしさを与える 

・明るさの中の不安 
・女性性へのあこがれ 

・目の疲れを和らげる 
・自律神経を鎮める血圧を下げる 
・過労を防ぐ（リラクゼーシ 
　ョンを促す） 

・休息、睡眠の欲求 
・安定感を求めている 

・緊張感を与える 
・ボランティア精神の高まり 

・自己奉仕の高まり 
・自己否定・逃避の高まり 
　と不安 

・血圧、体温を下げる 
・免疫力を高める 
・気分を落ち着かせる 
・精神を集中させる 

・肉体的疲労感の自覚 
・コミュニケーションの 
　円滑化を求めている 

・自立心、独立心を表す 
・感受性を高め、芸術センス 
　に優れる 

・不信感、疑惑、恐怖心を 
　表す 
・先に進むのを引き止める　 
　自己をかくす 
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梅じゃこごはん 

担当地域 

東市来 

伊集院 

日　吉 

吹　上 

行政相談委員名 

三原　辰子 

橋口　　勇 

下野　　衞 

甲斐　克美 

連絡先 

274－4716 

273－3990 

292－4658 

297－2587

住　　所 

東市来町伊作田2656 

伊集院町猪鹿倉299－１ 

日吉町吉利870 

吹上町永吉7019－２ 

三原辰子さん（東市来地域） 

下野　衞さん（日吉地域） 

橋口　勇さん（伊集院地域） 

甲斐克美さん（吹上地域） 



行政相談委員の連絡先 

■昔からあった色を使った健康法 
　昔、日本では下着に赤い腰巻やふんどしを身につけました。これは、赤色が腰まわりを温める効果があると認め
られていたからです。赤は気分を高揚させ、血圧を上げて血流をよくする働きがあると言われています。 
　色がなぜ、心身に影響するのか ? 色によって刺激を与えられた脳は、その刺激をホルモン分泌器官や、交感神経、
副交感神経といった神経系へと伝えます。これらの器官は身体や精神のバランスを整えるのに大きく関わっている
ため、心身に影響を及ぼすことへとつながるのです。 

■色と心の関係 
　色は心の言葉であり、「気になる色」や「好きな色」にはその時々の心理状態が反映しています。つまり好きな
色とは脳が心地よいと感じる色であり、どの色を好きと感じるかによって、心身が何を求めているかがわかるので
す。例えば、何となく今日はこの色の服を着たいと思う時は、自分の直感を信じて使ってみましょう !

①米はよくとぎ、ざるに上げて 30 分ほ
どおく。 

②だし昆布は切り込みを入れ、米と同
量または１割増の水につけて、10 ～
20 分おく。 

③②の昆布のだし汁にといだ米を入れ、
20 分ほど浸したら梅肉ソースを加え、
炊く。 

④炊き上がったら 10 分ほど蒸らし、大
きめのボウルに移す。ちりめんじゃ
こと白ごまを加えて混ぜ、千切りに
した青じそをのせる。 

■色彩の意味と心身への効果 

　平成 19 年４月１日付で、三原辰子さん（東市来地域）、
橋口勇さん（伊集院地域）、下野衞さん（日吉地域）、甲
斐克美さん（吹上地域）が、本市の行政相談委員（総務
大臣委嘱）に委嘱されました。 
　行政相談委員は、主に「国の役所の仕事について苦情
や意見・要望があるが、どこに相談してよいか分からない」
といった相談を受けて、中立・公正な立場からその処理
を図っています。 
　例えば、道路、登記、税金、年金、郵便、労働などの
問題でお困りの方は、お気軽にご相談ください。 
　なお、相談は、秘密を守り無料です。 
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児
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保
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者
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保
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友
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博
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徳
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朔
翔
　
　
治
彦
　
　
中
福
良 

中
野
　
美
海
　
　
憲
治
　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
２
・３
区 

東
瀬
戸
　
逞
　
　
忍
　
　
　
徳
重
東 

山
下
　
真
旺
　
　
竜
一
　
　
徳
重
東 

烏
帽
子
開
晟
　
　
勝
也
　
　
朝
日
ヶ
丘 

北
園
　
鉄
心
　
　
裕
貴
　
　
瀬
戸
内 

池
畑
　
美
優
　
　
智
文
　
　
妙
円
寺
９
区 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
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冨
迫
然
大
朗
　
　
斉
司
　
　
麓
下 

久
保
　
琴
乃
　
　
優
一
　
　
北
山 
 

石
原
　
　
葵
　
　
誠
　
　
　
田
之
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小
屋
敷
文
音
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司
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元
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龍
也
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窪
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愛
　
　
健
吾
　
　
向
湯
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日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

西
　
　
良
太
　
　
健
次
郎
　
日
新 

 
吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

有
馬
　
遙
人
　
　
浩
和
　
　
下
田
尻 

岩
下
　
光
輝
　
　
末
男
　
　
南
湯
之
元 

岩
下
さ
く
ら
　
　
末
男
　
　
南
湯
之
元 

井
之
上
陽
菜
　
　
昌
弘
　
　
下
田
尻 

     

４
月
受
付
分
（
敬
称
略
） 

 

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

黒
木
ハ
ル
ヱ
　
　
99
　
　
朝
日
ヶ
丘 

松
山
　
久
子
　
　
86
　
　
城
山 

弓
削
　
豊
子
　
　
76
　
　
猪
鹿
倉 

藤
田
　
鉄
郎
　
　
72
　
　
麦
生
田
東 

福
田
　
ト
シ
　
　
90
　
　
中
神
殿 

森
重
　
健
一
　
　
59
　
　
下
神
殿
１
区 

上
　
　
武
男
　
　
94
　
　
中
川 

馬
塲
園
セ
ツ
子
　
67
　
　
竹
之
山 

宮
下
　
重
春
　
　
88
　
　
麦
生
田
下 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

片
平
　
智
美
　
　
73
　
上
床 

迫
　
タ
マ
子
　
　
84
　
堀
内 

田
中
　
次
夫
　
　
82
　
駅
前 

山
之
口
シ
ヅ
　
　
87
　
立
和
名 

片
平
　
富
男
　
　
78
　
田
代 

上
園
　
良
市
　
　
52
　
赤
崎 

西
田
　
フ
ミ
　
　
90
　
駅
前 

西
　
　
次
盛
　
　
92
　
駅
前 

横
手
ス
ミ
枝
　
　
89
　
鑪
口 

清
藤
ト
ミ
ヱ
　
　
78
　
田
代 

松
山
ノ
ブ
子
　
　
97
　
古
市 
 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

松
　
　
博
巳
　
　
81
　
諏
訪 

假
屋
　
フ
ヂ
　
　
83
　
北
区 

畠
中
ミ
ツ
エ
　
　
90
　
北
区 

豊
岡
　
　
豊
　
　
93
　
草
原 

平
原
　
　
貞
　
　
84
　
諏
訪 

永
　
　
正
治
　
　
69
　
八
幡 

宮
脇
　
良
吉
　
　
86
　
八
幡 

向
井
　
喜
也
　
　
95
　
青
松
園 

伊
内
　
行
男
　
　
84
　
青
松
園 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

岡
元
チ
ヅ
子
　
　
65
　
中
津 

黒
川
　
　
榮
　
　
84
　
坊
野
上 

月
野
　
清
　
　
　
60
　
天
昌
寺 

船
倉
　
豊
昭
　
　
78
　
西
本
町 

福
元
　
ミ
カ
　
　
97
　
窪
田 

東
　
　
和
子
　
　
80
　
下
草
田 

上
床
　
清
子
　
　
71
　
中
和
田 

　
　
　
ひ
か
る
 

　
　　て
ぃ
お
 

か
　
な
　
こ
 

な
　
な
　
み
 

　
　
か
の
ん
 

　
　
と
　
も
 

　
　と
も
か
 

　
　
ま
　
み
 

　
　そ
う
た
 

　
　さ
く
と
 

　
　
み
　
う
 

　
　
　
た
く
ま
 

　
　
ま
　
お
 

　
　か
い
せ
い
 

　
　て
っ
し
ん
 

　
　
み
　
ゆ
 

   ぜ
ん
た
ろ
う
 

　
　こ
と
の
 

 

　
　
　
あ
お
い
 

　
　
あ
や
ね
 

　
　
け
ん
じ
 

　
　
そ
う
た
 

し
ゅ
ん
の
す
け
 

　
　
せ
　
ら
 

   　
　
り
ょ
う
た
 

   　
　
は
る
と
 

　
　
こ
う
き
 

 　
　
は
る
な
 

色 色の心理的・生理的効果 

・脈拍・呼吸数が増える 
・血圧上昇・緊張感を高める 
・気分が高揚する 
・活動的になる 

・自己主張・自己顕示欲の 
　表れ 
・意欲的・バイタリティーに 
　あふれている 

・血液を浄化する 
・白血球を増やす 
・感受性を高める 
・心身の傷をいやす 

・悲しみ、不安など気力が 
　少し低下ぎみ 
・その状態から回復したい 
　と願っている 

・血圧の循環を促進する 
・食欲増進喜び感や幸福感を 
　与える 

・愛情欲求の表れ 
・社交的で行動的になって 
　いる 

・健康保持、規則正しい生活 
　リズムを促す 
・『和』を保つ力を与える 

・物欲、愛情欲の高まり 
・現状維持や保守性を促し 
　たい 

・消化作用を円滑にする 
・新陳代謝を促進する 
・物事を明確にとらえ正しい判断を促す 
・心を明るくする 

・希望や願望などの自己欲求 
　が抑えきれず外に向かって 
　いこうとしている 

・ホルモンバランスを促し、 
　安定させる（若返り効果） 
・安堵感ややさしさを与える 

・明るさの中の不安 
・女性性へのあこがれ 

・目の疲れを和らげる 
・自律神経を鎮める血圧を下げる 
・過労を防ぐ（リラクゼーシ 
　ョンを促す） 

・休息、睡眠の欲求 
・安定感を求めている 

・緊張感を与える 
・ボランティア精神の高まり 

・自己奉仕の高まり 
・自己否定・逃避の高まり 
　と不安 

・血圧、体温を下げる 
・免疫力を高める 
・気分を落ち着かせる 
・精神を集中させる 

・肉体的疲労感の自覚 
・コミュニケーションの 
　円滑化を求めている 

・自立心、独立心を表す 
・感受性を高め、芸術センス 
　に優れる 

・不信感、疑惑、恐怖心を 
　表す 
・先に進むのを引き止める　 
　自己をかくす 
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行政相談委員名 

三原　辰子 

橋口　　勇 

下野　　衞 

甲斐　克美 

連絡先 

274－4716 

273－3990 

292－4658 

297－2587

住　　所 

東市来町伊作田2656 

伊集院町猪鹿倉299－１ 

日吉町吉利870 

吹上町永吉7019－２ 

三原辰子さん（東市来地域） 

下野　衞さん（日吉地域） 

橋口　勇さん（伊集院地域） 

甲斐克美さん（吹上地域） 



　
私
の
将
来
の
夢
は
、パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の

理
由
は
、私
自
身
ケ
ー
キ
が
大
好
き
な
こ
と
と
、店
頭
に
並
ん

で
い
る
お
菓
子
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
精
密
さ
に
感
動
し
て
、

私
も
作
っ
て
、周
り
の
人
を
幸
せ
に
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。 

　
パ
テ
ィ
シ
エ
は
、人
気
の
あ
る
職
業
の
一つ
で
す
が
、一
流
の
パ
テ
ィ
シ
エ
に

な
る
た
め
に
は
、た
だ
単
に
「
お
菓
子
が
好
き
」
と
い
う
気
持
ち
だ
け
で
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。細
か
い
作
業
に
取
り
組
む
集
中
力
や
高
い
技
術
力
、

多
く
の
素
材
を
組
み
合
わ
せ
る
個
性
や
ア
イ
デ
ィ
ア
も
求
め
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。ま
た
、食
品
全
般
・
洋
菓
子
に
関
す
る
知
識
も
身
に
つ
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

　
今
、私
は
将
来
の
夢
を
叶
え
る
た
め
に
、休
み
の
日
な
ど
に
料
理
本
を

見
な
が
ら
お
菓
子
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
失
敗
ば
か
り
し
て
、ま
だ
満

足
の
い
く
も
の
は
作
れ
ま
せ
ん
が
、お
菓
子
作
り
を
し
て
い
る
時
と
家
族

や
友
だ
ち
に
食
べ
て
も
ら
っ
て
、み
ん
な
が
喜
ん
で
く
れ
る
時
の
姿
を
見
る

と
、「
よ
し
、次
は
も
っ
と
頑
張
る
ぞ
」
と
や
る
気
が
わ
い
て
き
ま
す
。 

　
今
後
は
、ぜ
ひ
、様
々
な
洋
菓
子
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
り
、講
習
会

に
も
参
加
し
た
り
し
て
、ケ
ー
キ
作
り
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
さ
ら
に

磨
き
、自
分
に
し
か
で
き
な
い
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
九
十
歳
で
現
役
葉
た
ば
こ
栽
培
農
家
の
平
田
さ
ん
。
四
反
三
畝
の
葉
た
ば
こ
畑
を
奥

さ
ん
と
と
も
に
切
り
盛
り
し
て
い
ま
す
。
二
十
七
歳
か
ら
始
め
た
葉
た
ば
こ
栽
培
は
今

年
で
六
十
四
年
目
。
日
吉
地
域
葉
た
ば
こ
耕
作
組
合
の
中
で
も
一
番
長
く
活
動
し
て
い

ま
す
。 

　
葉
た
ば
こ
は
毎
年
一
月
に
種
を
ま
き
、
ハ
ウ
ス
内
で
育
て
た
苗
を
三
月
に
畑
に
植
付

け
、
五
月
下
旬
か
ら
六
月
に
か
け
て
収
穫
、
そ
の
後
共
同
乾
燥
場
で
乾
燥
し
出
荷
し
ま

す
。
取
材
を
し
た
時
は
、
収
穫
前
の
わ
き
芽
の
摘
み
取
り
作
業
の
真
っ
最
中
。「
毎
朝

五
時
か
ら
畑
で
作
業
し
て
い
ま
す
。
収
穫
時
期
に
な
る
と
忙
し
さ
は
ピ
ー
ク
に
達
し
、

日
差
し
の
照
り
つ
け
る
中
で
の
作
業
は
一
苦
労
。
九
十
歳
と
い
う
年
を
む
か
え
、
夏
場

の
作
業
中
に
は
水
分
補
給
を
す
る
な
ど
、
健
康
管
理
に
は
人
一
倍
気
を
使
っ
て
い
ま

す
」
と
平
田
さ
ん
。
元
気
に
畑
仕
事
を
こ
な
す
姿
か
ら
は
年
齢
を
感
じ
さ
せ
ま
せ
ん
。 

　
平
田
さ
ん
は
葉
た
ば
こ
畑
の
ほ
か
に
も
、
田
ん
ぼ
五
反
、
か
ら
い
も
畑
三
反
を
所

有
。
忙
し
い
時
期
に
は
鹿
児
島
市
に
住
む
娘
さ
ん
も
加
勢
に
来
て
く
れ
る
そ
う
。
何
よ

り
も
農
業
が
好
き
だ
と
い
う
平
田
さ
ん
は
、
今
で
も
自
分
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を
乗
り
こ
な

す
ほ
ど
元
気
。「
ど
ん
な
と
き
で
も
畑
に
出
れ
ば
元
気
が
出
る
。
丹
精
込
め
て
育
て
る

作
物
の
生
長
と
出
荷
す
る
時
の
楽
し
み
が
あ
る
か
ら
農
業
は
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
健
康
管
理
に
気
を
付
け
て
、
生
涯
現
役
で
農
業
を
続
け
る
こ
と
が
目
標
」
と
話

す
平
田
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
奥
さ
ん
と
と
も
に
元
気
で
葉
た
ば
こ
栽
培
に
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
い
。 

　永吉地区公民館の手芸教室に通う利根川
さん。講座生８人とともに「手まり」づく
りを楽しんでいます。手芸を始めたのは、
同趣味の仲間づくりと趣味で指先を動かし
て老化防止に役立てようという思いから。
手まりは一つ完成させるのに１週間から２週間かかります。
幾何学模様の難易度で様々ですが、難しいものを何日もか
けて作りあげた時の達成感はひとしおです。伝統の手まり
づくり。これからも次代に引き継いでいってほしいです。 

　伊集院地域の護国神社の近くに、西郷隆盛が建
てた本田兄弟の墓碑があります。本田兄弟とは、
伊集院の郷士であった吉左衛門親正と太郎作親直
の２人のことで、共に戊辰戦争で亡くなりました。 
　本田兄弟の父は西郷とも親交があり、兄弟が慶
応３（1867）年に藩主に従い京都に行くとき、西
郷は「お前達が戦死したら墓はおれが建ててやる」
といって励ましたと伝えられています。 
　２人は、鳥羽・伏見の戦いで奮戦した後、明治
１（1868）年に、越後（現在の新潟県）の長岡で
の戦いに参加しました。長岡の戦いは戊辰戦争の
中で最も激しい戦いで、官軍も多くの犠牲者を出
しました。本田兄弟も、兄の親正が 26 歳、弟の親
直は 22 歳で戦死しました。 
　明治２（1869）年８月、西郷は自ら筆を取って
追悼の文章を書き、石工に彫らせ、兄弟の墓を建
ててやりました。碑文の最後に「西郷隆永」とあ
るのは、当時の西郷隆盛の名前です。 

〈引用参考文献〉『伊集院郷土史　第一部』伊集院町 
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私
の
将
来
の
夢
は
、パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の

理
由
は
、私
自
身
ケ
ー
キ
が
大
好
き
な
こ
と
と
、店
頭
に
並
ん

で
い
る
お
菓
子
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
精
密
さ
に
感
動
し
て
、

私
も
作
っ
て
、周
り
の
人
を
幸
せ
に
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。 

　
パ
テ
ィ
シ
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は
、人
気
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あ
る
職
業
の
一つ
で
す
が
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パ
テ
ィ
シ
エ
に

な
る
た
め
に
は
、た
だ
単
に
「
お
菓
子
が
好
き
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と
い
う
気
持
ち
だ
け
で
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。細
か
い
作
業
に
取
り
組
む
集
中
力
や
高
い
技
術
力
、

多
く
の
素
材
を
組
み
合
わ
せ
る
個
性
や
ア
イ
デ
ィ
ア
も
求
め
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。ま
た
、食
品
全
般
・
洋
菓
子
に
関
す
る
知
識
も
身
に
つ
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

　
今
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将
来
の
夢
を
叶
え
る
た
め
に
、休
み
の
日
な
ど
に
料
理
本
を

見
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が
ら
お
菓
子
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
失
敗
ば
か
り
し
て
、ま
だ
満

足
の
い
く
も
の
は
作
れ
ま
せ
ん
が
、お
菓
子
作
り
を
し
て
い
る
時
と
家
族

や
友
だ
ち
に
食
べ
て
も
ら
っ
て
、み
ん
な
が
喜
ん
で
く
れ
る
時
の
姿
を
見
る

と
、「
よ
し
、次
は
も
っ
と
頑
張
る
ぞ
」
と
や
る
気
が
わ
い
て
き
ま
す
。 

　
今
後
は
、ぜ
ひ
、様
々
な
洋
菓
子
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
り
、講
習
会

に
も
参
加
し
た
り
し
て
、ケ
ー
キ
作
り
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
さ
ら
に

磨
き
、自
分
に
し
か
で
き
な
い
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
九
十
歳
で
現
役
葉
た
ば
こ
栽
培
農
家
の
平
田
さ
ん
。
四
反
三
畝
の
葉
た
ば
こ
畑
を
奥

さ
ん
と
と
も
に
切
り
盛
り
し
て
い
ま
す
。
二
十
七
歳
か
ら
始
め
た
葉
た
ば
こ
栽
培
は
今

年
で
六
十
四
年
目
。
日
吉
地
域
葉
た
ば
こ
耕
作
組
合
の
中
で
も
一
番
長
く
活
動
し
て
い

ま
す
。 

　
葉
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ば
こ
は
毎
年
一
月
に
種
を
ま
き
、
ハ
ウ
ス
内
で
育
て
た
苗
を
三
月
に
畑
に
植
付

け
、
五
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下
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か
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六
月
に
か
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て
収
穫
、
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の
後
共
同
乾
燥
場
で
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出
荷
し
ま

す
。
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し
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時
は
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収
穫
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の
わ
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の
摘
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取
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真
っ
最
中
。「
毎
朝

五
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か
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畑
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作
業
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て
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ま
す
。
収
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時
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し
、
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労
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ど
、
健
康
管
理
に
は
人
一
倍
気
を
使
っ
て
い
ま

す
」
と
平
田
さ
ん
。
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気
に
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こ
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を
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ん
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▲研修で野間岬へ 

▲高塚東西合同の敬老会。 

▲右から立和名徳文会長、鮫島育朗さん 
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然
に
囲
ま
れ
た
高
塚
西
自
治
会
。

自
治
会
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

人
口
も
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、
自

治
会
活
動
は
高
塚
東
自
治
会
と
合
同

で
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

両
自
治
会
で
は
、
運
営
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
高
塚
西
か
ら
四
人
、
高
塚

東
か
ら
三
人
の
運
営
委
員
が
毎
年
四

月
に
総
会
を
行
い
、
年
間
の
事
業
計

画
な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。 

年
合
同
で
行
う
市
道
・
河
川
清

掃
作
業
で
は
、
地
域
内
を
通
る

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
も
の
市
道
を

住
民
が
分
担
し
て
清
掃
。
住
民
相
互

の
協
力
で
、
誰
も
が
市
道
を
快
適
に

利
用
で
き
て
い
ま
す
。 

同
で
行
う
防
災
活
動
。
昨
年
、

高
塚
西
公
民
館
前
広
場
で
行
わ

れ
た
防
災
活
動
で
は
市
消
防
本
部
職

員
を
招
き
、
地
域
住
民
の
ほ
か
、
自

主
防
災
組
織
も
参
加
し
、
消
火
器
の

使
い
方
な
ど
の
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
防
災
活
動
で
地
域
内
の
ほ
と
ん

ど
の
世
帯
に
火
災
報
知
器
を
設
置
す

る
な
ど
、
地
域
の
安
全
を
守
る
活
動

の
一
つ
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。 

月
に
行
わ
れ
る
敬
老
会
も
東
西

合
同
。
両
自
治
会
の
高
齢
者
が

多
数
参
加
し
、
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
敬
老
会
や
運
動
会
な
ど
の

行
事
は
、
住
民
が
交
流
す
る
絶
好
の

場
。
普
段
家
か
ら
出
る
こ
と
の
少
な

い
高
齢
者
に
と
っ
て
は
い
い
機
会
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
と
て
も
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。 

山
地
区
は
市
内
で
も
有
数
の
米

の
産
地
。
高
塚
西
自
治
会
は
田

園
風
景
の
広
が
る
豊
か
な
自
然
の
中

に
き
れ
い
な
川
が
流
れ
、
寒
暖
の
差

が
あ
る
た
め
、
特
に
お
い
し
い
お
米

が
と
れ
ま
す
。
毎
年
十
一
月
に
は
、

高
山
ふ
る
さ
と
秋
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、
地
区
内
の
六
自
治
会
が
そ
れ
ぞ

れ
特
色
を
生
か
し
た
体
験
コ
ー
ナ
ー

を
運
営
。
高
塚
西
自
治
会
で
は
、
メ

イ
ン
会
場
の
高
山
交
流
セ
ン
タ
ー
で

の
も
ち
つ
き
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
地
元

産
の
米
を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
や
豚
汁

二
千
人
分
を
用
意
し
ま
す
。
自
治
会

住
民
の
協
力
の
も
と
運
営
さ
れ
る
コ

ー
ナ
ー
は
毎
年
好
評
で
す
。 

一
回
の
研
修
。
昨
年
は
野
間
岬

ウ
イ
ン
ド
パ
ー
ク
展
示
館
を
視

察
し
ま
し
た
。
毎
年
い
ろ
ん
な
所
へ

研
修
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は

日
置
市
役
所
の
庁
舎
や
ク
リ
ー
ン
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
行
政
施

設
を
視
察
す
る
研
修
を
計
画
中
。
庁

舎
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
ま
た
市
内

に
は
ど
ん
な
施
設
が
あ
り
何
を
し
て

い
る
の
か
を
住
民
に
知
っ
て
も
ら
う

い
い
機
会
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

「
こ
れ
か
ら
は
行
政
に
頼
ら
ず
、
自

分
た
ち
で
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
く

取
り
組
み
が
必
要
。
少
子
化
が
進
み
、

子
ど
も
の
い
じ
め
や
事
件
が
多
発
す

る
現
代
社
会
に
は
、
ふ
る
さ
と
を
大

切
に
思
う
心
が
失
わ
れ
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
に

育
ま
れ
た
高
塚
西
自
治
会
。
そ
こ
に

住
む
人
、
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
〝
心

の
ふ
る
さ
と
〞
と
、
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
地
域
に
し
た
い
で
す
」 

　
東
市
来
地
域
の
北
部
、
高
山
地

区
を
形
成
す
る
自
治
会
の
ひ
と
つ

で
あ
る
高
塚
西
自
治
会
。
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
た
農
村
地
域
に
は
、

平
成
十
九
年
五
月
一
日
現
在
で
四

十
四
世
帯
、
七
十
七
人
が
暮
ら
し

て
い
ま
す
。 

　
自
治
会
高
齢
化
率
五
七
％
と
、

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

住
民
の
ふ
れ
あ
い
・
健
康
づ
く
り

活
動
や
自
然
を
生
か
し
た
農
村
体

験
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

自 毎 

合 九 

年 高 

豊
か
な
自
然
と
の
調
和
　
ふ
る
さ
と
を
思
う
心
を
育
む 

高
塚
西
自
治
会（
東
市
来
地
域
） 

http://www.city.hioki.kagoshima.jp/

鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積　253.05㎞2

総人口　52,653人（447） 

　男　　24,603人（299） 

　女　　28,050人（148） 

世帯数　22,356　（321） 
5月1日現在 （　）は前月比 

今年も大漁 ! 
　東市来のふるさと港まつりでの魚の

つかみ捕り。そのほかにも乗船体験、

餅まき、ステージショーなど、大勢の

人が様々な催しを楽しみました。 

（５/３　東市来地域　ふるさと港まつり 

　　　詳しくは次号でお知らせします） 
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